
殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

（注）

電話（043）222－7171　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場
合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

「神経内科」→「脳神経内科」にて診療
「内分泌内科」、「代謝内科」→「糖尿病・代謝・内分泌・老年内科」にて診療

４腎臓内科

５神経内科

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人千葉大学長
中　山　俊　憲

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

氏名

〒263-8522　千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33

国立大学法人千葉大学

千葉大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒260-8677　千葉市中央区亥鼻1-8-1

千葉大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

千大院サ１２４号

令和4年10月4日

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

（注）

５　病床数

（単位：床）45 5 0 0 800 850

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「消化器外科」→「食道・胃腸外科」、「肝臓・胆のう・膵臓外科」にて診療
「内分泌外科」→「頭頚部耳鼻いんこう科」にて診療

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

食道・胃腸外
科

肝臓・胆の
う・膵臓外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

心療内科

リハビリテー
ション科

脳神経内科 形成外科
頭頚部耳鼻い
んこう科

病理診断科

糖尿病・代
謝・内分泌・
老年内科

腫瘍内科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

255 659 702.1 73 0

9 26 30.6 25 85

60 28 84.4 12 0

0 1 0.6 7 0

44 0 44.0 0 4

961 29 982.6 23 18

0 1 1.0 0 153

1 2 3.0 0 367

7 7 13.7 54 6

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 横手　幸太郎 ） 任命年月日

令和2年4月1日就任前
・医療の質・安全管理委員会委員（平成23年4月1日～平成26年3月31日、平成29年4月1日～令和2年3月31日）
令和2年4月1日就任後
・医療の質・安全管理委員会委員長

救急科専門医産婦人科専門医 20

合計

11

12

26

11

31

18

15

349

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

83

71

14

17

8

12

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それ
ぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

26 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

403 ㎡ （主な設備）

80 ㎡ （主な設備）

961 ㎡ （主な設備）

74 ㎡ （主な設備）

718 ㎡ （主な設備）

736.01 ㎡ 室数 室 人

135 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

病床数 42507

2

自動包埋装置、組織切片薄切装置、自動染色装置、
自動免疫染色装置、凍結切片薄切装置、パラフィン
包埋機等

解剖台、切出台、固定槽、撮影装置

パソコン、近赤外光イメージング装置、脳波計等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

4

85.71

検体搬送システム、生化学用自動分析装置、化学発
光法測定装置、酵素免疫法測定装置、血液ガス分析
装置、HbA1c分析装置、赤血球沈降速度分析装置、
電気泳動分析装置、超低温保冷庫（ディープフリー
細菌同定・薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養検査装
置、自動染色装置、血液培養自動分析装置、細菌同
定用質量分析装置、顕微鏡（蛍光を含む）、安全
キャビネット

床面積

共用する室名

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

4

収容定員

蔵書数

504

17150図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

床面積

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
642.22

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

590

2072

入院：963　　外来：33

172

6

20

366

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

582

1982

8

91

歯科等以外 歯科等 合計



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

無

無

有

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

算出
根拠

紹介率 84.7 逆紹介率 114.1

18137

28671

3154

25126

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

中谷　晴昭 千葉大学理事
医療及び臨床研究に関

する
学識経験者

3

花輪　正明
塩野義製薬株式会社

薬事部長
臨床研究識見者 3

藤原　康弘

独立行政法人
医薬品医療機器総合機

構
理事長

臨床研究識見者 3

山崎 晋一朗 千葉県病院事業管理者 
医療安全識見者かつ

病院管理経験者
3

利害
関係

委員の要件
該当状況

宮坂　信之
東京医科歯科大学名誉
教授

医療安全識見者かつ
病院管理経験者

1

氏名 所属
委員長
（○を付

す）
選定理由

東宮　秀夫

一般財団法人医薬品
医療機器レギュラトリー
サイエンス財団理事・

研修事業本部長

臨床研究識見者 3

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載有）、
監査結果報告書を掲載している。

有

有

後藤　弘子
千葉大学大学院

社会科学研究院教授
法律学専門家 1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

3臨床研究識見者

独立行政法人中小企業
基盤整備機構関東本部

千葉大亥鼻イノベーション
プラザチーフインキュベー

ションマネージャー

宗像　令夫



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

1

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

神経変性疾患の遺伝子診断

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

2

1

0

0

6

3

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ニボルマブ静脈内投与及びドセタキセル静脈内投与の併用療法　進行再発非小細胞肺がん

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法

NKT細胞を用いた免疫療法　頭頸部扁平上皮がん

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩，ピ
タバスタチンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検 早期胃がん

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。
（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門
的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状
況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合について
も記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 29 51 拘束型心筋症 2

2 筋萎縮性側索硬化症 32 52 再生不良性貧血 58

3 脊髄性筋萎縮症 5 53 自己免疫性溶血性貧血 15

4 原発性側索硬化症 2 54 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3

5 進行性核上性麻痺 7 55 特発性血小板減少性紫斑病 120

6 パーキンソン病 334 56 血栓性血小板減少性紫斑病 2

7 大脳皮質基底核変性症 10 57 原発性免疫不全症候群 36

8 ハンチントン病 3 58 IgＡ 腎症 63

9 シャルコー・マリー・トゥース病 28 59 多発性嚢胞腎 52

10 重症筋無力症 418 60 黄色靱帯骨化症 31

11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 381 61 後縦靱帯骨化症 218

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動

ニューロパチー
94 62 特発性大腿骨頭壊死症 36

13 封入体筋炎 9 63 下垂体性ADH分泌異常症 31

14 クロウ・深瀬症候群 60 64 下垂体性TSH分泌亢進症 6

15 多系統萎縮症 44 65 下垂体性PRL分泌亢進症 55

16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 119 66 クッシング病 24

17 ライソゾーム病 6 67 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 30

18 副腎白質ジストロフィー 2 68 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 84

19 ミトコンドリア病 16 69 下垂体前葉機能低下症 125

20 もやもや病 64 70 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1

21 プリオン病 4 71 先天性副腎皮質酵素欠損症 14

22 HTLV-1関連脊髄症 1 72 先天性副腎低形成症 1

23 特発性基底核石灰化症 7 73 アジソン病 3

24 全身性アミロイドーシス 9 74 サルコイドーシス 347

25 遠位型ミオパチー 1 75 特発性間質性肺炎 86

26 神経線維腫症 60 76 肺動脈性肺高血圧症 135

27 天疱瘡 58 77 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 78

28 表皮水疱症 2 78 リンパ脈管筋腫症 9

29 膿疱性乾癬（汎発型） 24 79 網膜色素変性症 537

30 スティーヴンス・ジョンソン症候群 8 80 バッド・キアリ症候群 3

31 中毒性表皮壊死症 2 81 特発性門脈圧亢進症 3

32 高安動脈炎 55 82 原発性胆汁性肝硬変 122

33 巨細胞性動脈炎 28 83 原発性硬化性胆管炎 31

34 結節性多発動脈炎 18 84 自己免疫性肝炎 92

35 顕微鏡的多発血管炎 69 85 クローン病 230

36 多発血管炎性肉芽腫症 21 86 潰瘍性大腸炎 451

37 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 29 87 好酸球性消化管疾患 34

38 悪性関節リウマチ 38 88 慢性特発性偽性腸閉塞症 1

39 バージャー病 11 89 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 1

40 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 90 ルビンシュタイン・テイビ症候群 1

41 全身性エリテマトーデス 473 91 クリオピリン関連周期熱症候群 3

42 皮膚筋炎／多発性筋炎 182 92 全身型若年性特発性関節炎 14

43 全身性強皮症 126 93 非典型溶血性尿毒症症候群 1

44 混合性結合組織病 59 94 先天性ミオパチー 9

45 シェーグレン症候群 265 95 筋ジストロフィー 72

46 成人スチル病 18 96 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 4

47 再発性多発軟骨炎 9 97 遺伝性周期性四肢麻痺 1

48 ベーチェット病 184 98 脊髄空洞症 47

49 特発性拡張型心筋症 82 99 脊髄髄膜瘤 2

50 肥大型心筋症 142 100 遺伝性ジストニア 3

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
101 脳表ヘモジデリン沈着症 4 151 副甲状腺機能低下症 13

102
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動

脈症
1 152 偽性副甲状腺機能低下症 7

103 前頭側頭葉変性症 10 153 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 5

104 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 154 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 9

105 痙攣重積型（二相性）急性脳症 3 155 脂肪萎縮症 1

106 片側巨脳症 1 156 家族性地中海熱 23

107 限局性皮質異形成 1 157 慢性再発性多発性骨髄炎 1

108 神経細胞移動異常症 4 158 強直性脊椎炎 21

109 ドラベ症候群 1 159 骨形成不全症 4

110 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 3 160 軟骨無形成症 6

111 ウエスト症候群 11 161 リンパ管腫症/ゴーハム病 2

112 レット症候群 3 162 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1

113 スタージ・ウェーバー症候群 8 163 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2

114 結節性硬化症 24 164 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 6

115 色素性乾皮症 2 165 後天性赤芽球癆 1

116 先天性魚鱗癬 5 166 ダイアモンド・ブラックファン貧血 3

117 家族性良性慢性天疱瘡 3 167 遺伝性鉄芽球性貧血 2

118 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 101 168 自己免疫性出血病XIII 3

119 特発性後天性全身性無汗症 20 169 クロンカイト・カナダ症候群 3

120 眼皮膚白皮症 1 170 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 1

121 肥厚性皮膚骨膜症 1 171 総排泄腔外反症 1

122 弾性線維性仮性黄色腫 4 172 総排泄腔遺残 4

123 マルファン症候群 27 173 先天性横隔膜ヘルニア 26

124 エーラス・ダンロス症候群 9 174 乳幼児肝巨大血管腫 1

125 ウィルソン病 1 175 胆道閉鎖症 18

126 VATER症候群 1 176 アラジール症候群 1

127 有馬症候群 1 177 ＩｇＧ４関連疾患 112

128 クルーゾン症候群 14 178 黄斑ジストロフィー 15

129 アペール症候群 6 179 レーベル遺伝性視神経症 1

130 ファイファー症候群 4 180 好酸球性副鼻腔炎 9

131 アントレー・ビクスラー症候群 1 181 進行性ミオクローヌスてんかん 3

132 無脾症候群 1 182 シトリン欠損症 1

133 ウェルナー症候群 15 183 遺伝性自己炎症疾患 3

134 コケイン症候群 1 184
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限

る。）
1

135 ５p欠失症候群 1 185 無虹彩症 1

136 アンジェルマン症候群 2

137 修正大血管転位症 2

138 単心室症 2

139 左心低形成症候群 1

140 ファロー四徴症 5

141 両大血管右室起始症 2

142 アルポート症候群 1

143 急速進行性糸球体腎炎 16

144 抗糸球体基底膜腎炎 3

145 一次性ネフローゼ症候群 32

146 紫斑病性腎炎 3

147 オスラー病 41

148 閉塞性細気管支炎 7

149 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 5

150 肺胞低換気症候群 2

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 185
合計患者数（人） 7705



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・精神科リエゾンチーム加算
・ハイケアユニット入院医療管理料１
・早期離床・リハビリテーション加算

・摂食障害入院医療管理加算
・総合周産期特定集中治療室管理料
　1　母体・胎児集中治療室管理料
　2　新生児集中治療室管理料

・医療安全対策加算１ ・新生児治療回復室入院医療管理料

・無菌治療室管理加算２ ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・緩和ケア診療加算

・救命救急入院料３
・算定上限日数に関する基準
・精神疾患診断治療初回加算（イを算定する場合に限
る。）
・救急体制充実加算２
・救命救急入院料 小児加算
・早期離床・リハビリテーション加算

・精神科身体合併症管理加算

・特定集中治療室管理料１
・算定上限日数に関する基準
・特定集中治療室管理料 小児加算
・早期離床・リハビリテーション加算
・早期栄養介入管理加算

・療養環境加算 ・精神疾患診療体制加算

・重症者等療養環境特別加算 ・精神科急性期医師配置加算２

・無菌治療室管理加算１ ・地域医療体制確保加算

・医師事務作業補助体制加算２（15対1） ・病棟薬剤業務実施加算２

・25対1急性期看護補助体制加算（看護補助者5割以上）
・夜間100対1急性期看護補助体制加算
・夜間看護体制加算

・データ提出加算２（イ）

・看護職員夜間12対1配置加算１

・入退院支援加算１
・入退院支援加算３
・入院時支援加算
・総合機能評価加算

・超急性期脳卒中加算 ・後発医薬品使用体制加算１

・診療録管理体制加算２ ・病棟薬剤業務実施加算１

・歯科診療特別対応連携加算 ・重症患者初期支援充実加算

・特定機能病院入院基本料 一般病棟  7対1入院基本料 ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・特定機能病院入院基本料　精神病棟  7対1入院基本料 ・ハイリスク妊娠管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料
・感染対策向上加算１
・指導強化加算

・歯科外来診療環境体制加算２ ・患者サポート体制充実加算

・救急医療管理加算 ・ハイリスク分娩管理加算

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

がん拠点病院加算１（イ）

臨床研修病院入院診療加算（歯科診療に限る）

妊産婦緊急搬送入院加算

個別栄養食事管理加算

施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目

電子的保健医療情報活用加算

臨床研修病院入院診療加算（歯科診療以外）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・小児入院医療管理料１
・小児入院医療管理料 注２の加算(プレイルーム加算)
・無菌治療管理加算２
・養育支援体制加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・こころの連携指導料（Ⅱ） ・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

・がん治療連携計画策定料 ・検体検査管理加算（Ⅰ）

・外来腫瘍化学療法診療料１ ・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

・連携充実加算
・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）
・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）

・ニコチン依存症管理料
・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイ
プ判定）

・二次性骨折予防継続管理料１ ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・二次性骨折予防継続管理料３ ・がんゲノムプロファイリング検査

・外来放射線照射診療料 ・先天性代謝異常症検査

・婦人科特定疾患治療管理料 ・遺伝学的検査

・一般不妊治療管理料 ・染色体検査の注２に規定する絨毛染色体検査

・生殖補助医療管理料１ ・骨髄微小残存病変量測定

・糖尿病透析予防指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
する持続血糖測定器を用いる場合）
・皮下連続式グルコース測定

・小児運動器疾患指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
しない持続血糖測定器を用いる場合）

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・在宅患者歯科治療時医療管理料

・外来緩和ケア管理料 ・救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算

・移植後患者指導管理料 1．臓器移植後の場合 ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・移植後患者指導管理料 2．造血幹細胞移植後の場合 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・がん患者指導管理料ロ ・精神科退院時共同指導料２

・がん患者指導管理料ハ ・禁煙治療補助システム指導管理加算

・がん患者指導管理料ニ ・歯科治療時医療管理料

・糖尿病合併症管理料 ・薬剤管理指導料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・医療機器安全管理料１

・がん患者指導管理料イ ・医療機器安全管理料２

・ウイルス疾患指導料　注２の加算 ・肝炎インターフェロン治療計画料

・外来栄養食事指導料の注２ ・ハイリスク妊産婦連携指導料１

・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モ
ニタリング加算

・ハイリスク妊産婦連携指導料２

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・遠隔画像診断 ・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）

・ポジトロン断層撮影 ・導入期加算１

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影
・透析液水質確保加算
・慢性維持透析濾過加算

・経気管支凍結生検法 ・硬膜外自家血注入

・精密触覚機能検査 ・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）

・画像診断管理加算1 ・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの）

・内服・点滴誘発試験 ・医療保護入院等診療料

・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像
によるもの）

・処置の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・全視野精密網膜電図 ・救急患者精神科継続支援料

・コンタクトレンズ検査料１ ・認知療法・認知行動療法1

・小児食物アレルギー負荷検査
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

・単線維筋電図 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・神経学的検査 ・療養生活環境整備指導加算

・黄斑局所網膜電図 ・療養生活継続支援加算

・長期継続頭蓋内脳波検査
・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・運動器リハビリテーション料　初期加算

・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うも
の）

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
・呼吸器リハビリテーション料　初期加算

・脳波検査判断料１ ・がん患者リハビリテーション料

・胎児心エコー法 ・無菌製剤処理料

・ヘッドアップティルト試験
・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
・心大血管疾患リハビリテーション料　初期加算

・人工膵臓検査
・人工膵臓療法

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
・脳血管疾患等リハビリテーション料　初期加算

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 ・乳房MRI撮影加算

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・時間内歩行試験
・シャトルウォーキングテスト

・外来化学療法加算1

・検体検査管理加算（Ⅳ） ・CT撮影及びMRI撮影

・国際標準検査管理加算 ・冠動脈CT撮影加算

・遺伝カウンセリング加算 ・心臓MRI撮影加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・角結膜悪性腫瘍切除術 ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再
建術併用眼内ドレーン挿入術））

・同種死体肺移植術

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行う
もの）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心
膜合併切除を伴うもの））

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は
１肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場
合に限る。）

・内視鏡下脳腫瘍生検術 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・内視鏡下脳腫瘍摘出術
・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・椎間板内酵素注入療法
・センチネルリンパ節生検（併用法）
・乳がんセンチネルリンパ節加算１

・腫瘍脊椎骨全摘術
・センチネルリンパ節生検（単独法）
・乳がんセンチネルリンパ節加算２

・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
うもの））

・骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生
体）（同種骨移植（特殊なものに限る）））

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）、下顎骨形
成術（骨移動を伴う場合に限る）

・骨移植術（軟骨移植を含む）（自家培養軟骨移植術に
限る）

・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセ
ドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状
腺（上皮小体）腺腫過形成手術

・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳
房切除術に限る。）

・センチネルリンパ節加算
・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

・皮膚移植術（死体） ・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再
建手術）の場合に限る）

・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

・磁気による膀胱等刺激法
・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用い
るもの）

・口腔粘膜処置 ・網膜再建術

・手術の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1
・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び
経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建
を伴うもの）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈す
る糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 ・緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法））

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静
脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細
動器交換術（経静脈電極の場合）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉
以上）を伴うもの）

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） ・体外衝撃波胆石破砕術

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） ・腹腔鏡下肝切除術

・ペースメーカー移植術（リードレスペースメーカーの
場合）

・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手
術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及
び両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・胃瘻造設術

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又
は皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交
換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によ
るもの）に限る。）

・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手
術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

・経皮的中隔心筋焼灼術

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術
（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の））

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

・胸腔鏡下弁置換術 ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

・経皮的僧帽弁クリップ術 ・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

・不整脈手術（左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）に
限る。）

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施する
もの）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
（高速回転式アテレクトミーカテーテルによるもの）
（エキシマレーザー血管形成用カテーテルによるもの）

・経皮的下肢動脈形成術

・胸腔鏡下弁形成術 ・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経
皮的大動脈弁置換術）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・生体部分肺移植術 ・補助人工心臓

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、
・内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、
・胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
・腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・内視鏡下筋層切開術 ・同種心移植術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・高エネルギー放射線治療

・精巣内精子採取術 ・歯科麻酔管理料

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・放射線治療専任加算

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

・外来放射線治療加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・レーザー機器加算

・人工尿道括約筋植込・置換術 ・麻酔管理料（Ⅰ）

・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）
・埋没陰茎手術
・陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・生体腎移植術
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）（歯科診療
に係るものに限る）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合
に限る）（歯科診療に係るものに限る）

・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

・顎関節人工関節全置換術（歯科）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術
用支援機器を用いるもの）

・同種クリオプレシピテート作製術

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・同種死体腎移植術 ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術
及び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合)

・コーディネート体制充実加算

・副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法 ・自己生体組織接着剤作成術

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 ・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 ・体外式膜型人工肺管理料

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 ・輸血管理料Ⅰ

・内視鏡的小腸ポリープ切除術 ・貯血式自己血輸血管理体制加算

・体外衝撃波膵石破砕術 ・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者
に対する子宮附属器腫瘍摘出術に限る。）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・胎児胸腔・羊水腔シャント術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・生体部分肝移植術 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・同種死体肝移植術
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・横隔神経電気刺激装置加算 手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分1）

・造血器腫瘍遺伝子検査 ・頭蓋内腫瘤摘出術等

・認知症専門診断管理料 ・受精卵・胚培養管理料

・連携強化診療情報提供料 ・胚凍結保存管理料

・がんゲノムプロファイリング評価提供料

・アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料 ・胚移植術

・外来リハビリテーション診療料 ・採卵術

・がん治療連携管理料 ・体外受精・顕微授精管理料

　施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目 ・経皮的大動脈遮断術

・心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移行
期加算）

・ダメージコントロール手術

・高度難聴指導管理料 ・人工授精

・悪性腫瘍病理組織標本加算 ・経皮的冠動脈形成術

・口腔病理診断管理加算２ ・経皮的冠動脈ステント留置術

・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

・保険医療機関間の連携による病理診断 ・児童思春期精神科専門管理加算

・デジタル病理画像による病理診断 ・耳鼻咽喉科小児抗菌薬適正使用支援加算

・病理診断管理加算２
・一酸化窒素吸入療法（新生児の低酸素性呼吸困難に対
して実施するものに限る。）

・画像誘導密封小線源治療加算 ・植込型心電図検査

・クラウン・ブリッジ維持管理料 ・大腸CT撮影加算

・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー ・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）

・体外照射呼吸性移動対策加算 ・細菌核酸・薬剤耐性遺伝子同時検出

・定位放射線治療
・クロストリジオイデス・ディフィシルのトキシンＢ遺
伝子検出１

・定位放射線治療呼吸移動対策加算（その他のもの） ・遠隔連携遺伝カウンセリング

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） ・染色体構造変異解析

・１回線量増加加算（前立腺照射） ・Ｙ染色体微小欠失検査

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）
・デングウイルス抗原定性及びデングウイルス抗原・抗
体同時測定定性

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・１回線量増加加算（全乳房照射） ・遺伝子相同組換え修復欠損検査

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・胸腔鏡又は腹腔鏡を用いる手術（通則4に掲げる手術
を除く）

・同種腎移植術等

手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分4）

・母指化手術等

・内反足手術等

・食道切除再建術等

・上顎骨形成術等

・上顎骨悪性腫瘍手術等

・バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）

・子宮附属器悪性腫瘍手術等

手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分3）

・尿道形成手術等

・角膜移植術

・肝切除術等

・靭帯断裂形成手術等

・水頭症手術等

・鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等

・経皮的カテーテル心筋焼灼術、肺静脈隔離術 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・冠動脈及び大動脈バイパス移植術（人工心肺を使用し
ないものを含む。）及び体外循環を要する手術

手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分2）
・経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈粥腫切除術及び経
皮的冠動脈ステント留置術

・黄斑下手術等
手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 その他の区

分）

・鼓室形成手術等 ・人工関節置換術

・肺悪性腫瘍手術等 ・乳児外科対象手術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 25

剖検率（％） 5.8

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

剖検症例検討会：年間約15回
臨床症例検討会：年間約170回

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算
定方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医
療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・遺伝子パネル検査 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委
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委
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

（公財）痛風・尿酸財団

（公財）ちば県民保健予防
財団

（公財）ちば県民保健予防
財団

培養担子菌抽出物の放射線防護効果の解析と
放射線治療に伴う障害軽減の検討

宇野　隆 放射線科 910,000 日本学術振興会

ペースメーカに記録される心房細動は脳卒中
の予測因子となり得るのか？

近藤　祐介

文部科学省

文部科学省

文部科学省

日本医療研究開発機構

日本医療研究開発機構

（公財）医学教育振興財団小林　欣夫

循環器内科 400,000

日本人の非弁膜症性心房細動症例における経
皮的左心耳閉鎖術後の予後を検討する研究

近藤　祐介 循環器内科 700,000

小林　欣夫
（研究分担者）

循環器内科 325,000

植え込み型除細動器の遠隔モニタリングに記
録される心房細動は脳梗塞の予測因子か？

仲野　美代

プリン代謝におけるキサンチン酸化還元酵素に
注目した虚血性心疾患患者における冠動脈プ
ラーク形成メカニズムの解明

齋藤　佑一 循環器内科 300,000

拡張現実聴診教育システムの改良と教育効果
検証

植込型VAD装着後の運動耐容能低下に関す
る器質的・血行動態学的・分子生物学的解析

岩花　東吾

循環器内科 1,560,000

難治性心血管疾患におけるマルチオミックス解
析による病態解明と精密医療

江口　和

子宮頸癌IB期-ⅡB期根治手術例における術
後放射線治療と術後化学療法の第Ⅲ相ランダ
ム化比較試験

渡辺　未歩

放射線治療の提供体制構築に資する研究 宇野　隆

整形外科 900,000 日本損害保険協会

300,000 厚生労働省

慢性腰痛に対するケアアプリとロボットスーツを
用いた治療法の開発

江口　和

慢性腰痛に対するケアアプリとロボットスーツを
用いた治療法の開発

がん治療における緩和的放射線治療の評価と
普及啓発のための研究

渡辺　未歩 厚生労働省

放射線科

整形外科 700,000 大和証券ヘルス財団

AIとＲadiogenomicsを応用した治療薬選択にお
ける癌不均等性の克服

横田　元

放射線科 1,200,000

50,000 日本学術振興会

Radiomics技術とMR-Linacの多種MRIを応用し
た予後予測法の開発

阿部　幸太

放射線科

川崎病性冠動脈瘤に対する新しい血管壁MRイ
メージング手法の開発

松本　浩史

肺動静脈奇形の数値流体解ならび4D-flow
MRIにおける血流動態解析

阿久津　陽 1,030,000 日本学術振興会

SNPsの違いによるパーキンソン病の脳形態学
的評価

大平　健司 日本学術振興会

放射線科

MRIによる多角的血流情報を用いた卵巣腫瘍
悪性リスク・組織型予測システムの構築

高田　章代

放射線科 1,300,000

CT新技術と正確な線量評価法の開発による新
たな小児被ばく低減指標および手法の確立

服部　真也

形態画像と数値流体解析の統合による大動脈
瘤の解析手法の確立と増大予測モデルの構築

窪田　吉紘

子宮頸癌のMR-only simulationを目指した合成
CTの新規開発

黒川 茉梨絵 

画像特徴量を用いた肺癌のPD-L1発現推定と
免疫チェックポイント阻害薬の効果予測

西山　晃

食道癌における包括的ゲノム情報と画像情報
の融合：Radiogenomicsの実践

横田　元

子宮頸癌に対するRadiomicsを応用した新規
IGBT法の開発

渡辺　未歩

画像と病理の対比に基づいた唾液腺腫瘍の包
括的診断フロー構築

堀越　琢郎 放射線科 1,300,000 日本学術振興会

放射線科 910,000 日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

文部科学省
拡張現実技術を用いた新方式聴診シミュレータ
により最も効果的な医学教育手法の確立

藤本　善英 循環器内科 330,000

循環器内科 780,000

放射線科 780,000 日本学術振興会

放射線科 1,300,000 日本学術振興会

循環器内科 300,000

房室結節リエントリー性頻拍の不整脈器質の解
析

中野　正博

放射線科 2,470,000 日本学術振興会

放射線科 1,430,000 日本学術振興会

循環器内科 2,730,000

1,300,000 日本学術振興会

循環器内科 130,000

放射線科 3,120,000 日本学術振興会

放射線科 910,000 日本学術振興会

放射線科 50,000 日本医療研究開発機構

中性脂肪蓄積心筋血管症の診療に直結するエ
ビデンス創出研究

宮内　秀行
（研究分担者）

放射線部 2,340,000 日本学術振興会

放射線科

（様式第3）



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元
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補

委
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委

高濃度血管皮増殖因子ヒト脈絡膜モデルを用
いたパキコロイドの病態解明

横内　裕敬 眼科 1,000,000
エイエムオー・ジャパン株

式会社

血流豊富な妊娠組織遺残を維持する分子機構
の分泌性蛋白質スクリーニングによる探索

佐藤　明日香 婦人科・周産期母性科 280,000

子宮腺筋症に対する選択的ﾌﾟﾛｹﾞｽﾃﾛﾝ受容体
調節薬の有効性の検討

POEMS症候群治療における眼所見と全身症状
の関係に関する研究

岩瀬　雄仁 眼科 400,000 文部科学省

母子ﾍﾟｱｹﾞﾉﾑ配列情報に基づく非自己ﾊﾞﾘｱﾝﾄ
の妊娠ｱｳﾄｶﾑに対する意義

碓井　宏和

齊藤　佳子 婦人科・周産期母性科 1,100,000

婦人科・周産期母性科

サイトメガロウイルスのマウス眼におけつ線維柱
帯構造変化

清水　大輔 眼科 1,400,000 文部科学省

600,000 日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 3,200,000

腱板断裂症性関節症に対する手術の現在と未
来

落合　信靖

高血糖モデルにおける眼軸長延長抑制 馬場　隆之 眼科 800,000

プロラクチン受容体解析とエクソーム解析による
母乳分泌不全の原因解明

小林　達也 婦人科・周産期母性科 900,000

AI（Radiomics）を用いた整形外科疾患の機能
予後予測

牧　聡

「AI（Radiomics）を用いた整形外科疾患の機能
予後予測」に関する研究

牧　聡

非骨傷性頚髄損傷の病態解明 古矢　丈雄

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 古矢　丈雄

がん診療における運動器管理指針の基盤確立
を目指す臨床研究

古矢　丈雄

外傷性頚部症候群における頚椎カラー固定の
有効性に関する検討

古矢　丈雄

がん患者における運動機能と移動機能に関す
る調査研究

古矢　丈雄

Deep learning-based radiomics can predict the
neurological prognosis of acute cervical spinal
cord injury

牧　聡

患者レジストリを利活用した脊柱靭帯骨化症の
治療成績向上のための多施設臨床研究

古矢　丈雄

令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補助
金 慢性疼痛診療システムの均てん化と痛みセ
ンター診療データベースの活用による医療向

稲毛　一秀

令和3年度慢性疼痛診療システム普及・人材養
成モデル事業費補助金

大鳥　精司

 令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補
助金 慢性疼痛診療システムの均てん化と痛み
センター診療データベースの活用による医療
向上を目指す研究

大鳥　精司

骨癒合促進特化型ユニバーサルiPS血小板製
剤の開発

大鳥  精司

AI組込型情報提示システムを導入した低侵襲
脊椎手術支援システムの開発

折田 純久

腰痛患者のアクティブサポートを目的とした生
体情報リアルタイム計測スマートコルセットの開
発

折田 純久

整形外科 2,600,000 日本学術振興会

整形外科 200,000 厚労省

整形外科 2,000,000
公益財団法人カインズデジ

タルイノベーション財団

整形外科 200,000 厚労省

整形外科 13,000,000 日本学術振興会

補

東京医科歯科大学

整形外科 123,230 AO SPINE

整形外科 3,000,000 厚労省

整形外科 400,000 ちば県民保健予防財団

整形外科 1,000,000 JA共済

整形外科 780,000

整形外科 500,000 帝京大学

整形外科 250,000 筑波大学

整形外科 2,340,000 日本学術振興会

整形外科 3,000,000 日本整形外科学会

整形外科 1,820,000 日本学術振興会

整形外科 1,000,000
ジンマーバイオメット社（共

同研究）

「小卵胞内卵子成熟」理論に基づく難治性
PCOSの新治療開発

生水　真紀夫 婦人科・周産期母性科 700,000 日本学術振興会

子宮体癌の代謝プロファイル異常の解明と治
療への応用

文部科学省

三橋　暁

日本学術振興会

ﾌｧﾙﾏｺｹﾞﾉﾐｸｽによる妊婦ﾐﾈﾗﾙｺﾙﾁｺｲﾄﾞ合成経
路と血圧調節作用の解明

中田　恵美里 婦人科・周産期母性科 2,000,000 日本学術振興会

日本学術振興会

進行卵巣癌患者血中・腹水中エクソソーム関連
分子による抗がん薬効果予測モデルの構築

植原　貴史 婦人科・周産期母性科 780,000 日本学術振興会

日本学術振興会

子宮内膜癌における長鎖非ｺｰﾄﾞRNA H19を介
した発がんﾒｶﾆｽﾞﾑの解明

金子　明夏 婦人科・周産期母性科 1,900,000 日本学術振興会

日本学術振興会

早老症のエビデンス集積を通じて診療の質と患
者QOLを向上する全国研究

忍足　俊幸 眼科 200,000 厚生労働省
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日本医療研究開発機構

NKT細胞免疫系アプローチを用いたアレル
ギー性鼻炎に対するワクチン療法の開発

米倉　修二 耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,430,000 日本学術振興会

内視鏡外科手術のデータベース構築に資する
横断的基盤整備

坂本　信一

皮膚科 1,300,000 文部科学省科学研究費

オルガノイド技術を応用した露光部皮膚癌に対
する免疫反応を評価するシステムの確立

猪爪　隆史 皮膚科 500,000 加齢皮膚医学研究基金

大規模レセプトデータ（NDB）を活用した皮膚感
染症の治療実態に関する疫学研究

宮地　秀明

皮膚科 100,000 文部科学省科学研究費

エピゲノム情報に注目した悪性黒色腫の新しい
治療標的分子の解明

山本　洋輔 皮膚科 2,000,000 文部科学省科学研究費

悪性黒色腫の腫瘍特異的疲弊T細胞に発現す
る新規接着因子の機能解析と臨床応用

猪爪　隆史

皮膚科 1,000,000 文部科学省科学研究費

鼻副鼻腔原発の粘膜型悪性黒色腫の免疫ゲノ
ム解析および重粒子線の影響解明

猪爪　隆史 皮膚科 200,000 文部科学省科学研究費

抗PD-1抗体治療の効果を示す直接的バイオ
マーカーの検索

猪爪　隆史

遺伝的背景改善による発達障害に対する根治
的治療法の基盤技術開発

塩濱　直

microRNA病態に基づいたレット症候群の治療
薬開発

塩濱　直

IL-21受容体発現Tissue-resident memory T細
胞から見る好酸球性副鼻腔炎のEndotype

飯沼　智久

鼻副鼻腔原発の粘膜型悪性黒色腫の免疫ゲノ
ム解析および重粒子線の影響解明

花澤　豊行

α-galcerシートとNKT細胞免疫系を用いたアレ
ルギー性鼻炎の新規治療法

栗田　惇也

唾液腺癌に対するホウ素中性子捕捉療法後の
ゲノム学的変化の解明

福本　一郎

DNAメチル化異常特性に基づく化学放射線治
療効果予測と発癌分子機構の解明

黒川　友哉

血清エクソソームを用いた口腔癌の再発転移
マーカーの探索

木下　崇

日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 780,000 日本学術振興会

頭頸部癌患者エクソソーム由来機能性RNA解
析に基づく治療抵抗性分子機序の探索

越塚　慶一

機能性RNAを起点とした治療抵抗性頭頸部扁
平上皮癌のドラッグリポジション戦略

吉川　直子

下咽頭インピーダンス検査およびLPR動物モデ
ルを用いた咽喉頭逆流症の病態解明

鈴木　猛司

泌尿器科

遺伝子診療部

成人ならびに小児における稀少未診断疾患に
対する診断プログラムの開発に関する研究

市川　智彦

耳鼻咽喉・頭頸部外科 910,000

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,300,000

泌尿器科 3,905,385

日本学術振興会

前立腺癌におけるAR依存性を軸としたエピジェ
ネティックな治療抵抗性獲得機構の解明

佐藤　広明

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,690,000 日本学術振興会

1,400,000 日本学術振興会

3,000,000 日本医療研究開発機構

耳鼻咽喉・頭頸部外科 650,000 日本学術振興会

尿路上皮癌治療耐性に関与するスーパーエン
ハンサーの同定とマスター遺伝子の探索

加藤　繭子

耳鼻咽喉・頭頸部外科 780,000 日本学術振興会

日本学術振興会

泌尿器科

耳鼻咽喉・頭頸部外科 910,000 日本学術振興会

HOXC8を標的とした去勢抵抗性前立腺癌の新
規治療法の確立

黒住　顕

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,300,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,400,000

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,000,000
一般社団法人　日本耳鼻
咽喉科頭頸部外科学会

前立腺癌の去勢抵抗性増殖を起こすFAK-
YAP経路を活性化する新規GPCRの探索

五島　悠介

前立腺癌の神経依存的去勢抵抗性増殖のメカ
ニズムの解明

五島　悠介 泌尿器科 1,100,000 日本学術振興会

微小環境下の前立腺癌エピゲノム変化に基づ
く去勢抵抗性獲得機序の解明

金坂　学斗

網羅的マイクロRNA発現解析による去勢抵抗
性前立腺癌・新規治療標的分子の探索

新井　隆之

ホルモン治療中の前立腺癌再発を早期に検出
可能にするバイオマーカーの開発

竹内　信善

前立腺癌AR-V7標的遺伝子の同定を目的とし
た網羅的エピゲノム解析

今村　有佑

リキッドバイオプシーを応用したアミノ酸トランス
ポーター前立腺癌治療モデル構築

坂本　信一

アンドロゲン受容体ならびにエピゲノム修飾を
標的とした去勢抵抗性前立腺癌の克服

市川　智彦 泌尿器科 4,300,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,200,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,200,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,100,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,100,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,100,000 日本学術振興会

泌尿器科 900,000 日本学術振興会

泌尿器科 1,100,000 日本学術振興会

小児科

小児科

1,500,000

1,000,000

AMED

AMED
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文部科学省

全身麻酔中の高炭酸ガス血症維持が術後回復
過程と退院時アウトカムに与える影響

磯野　史朗 麻酔・疼痛・緩和医療科 1,400,000 日本学術振興会

文部科学省

クロマチンアクセシビリティ解析による口腔癌放
射線耐性因子の同定と新規治療法の開発

齋藤　智昭 歯科・顎・口腔外科 1,950,000 文部科学省

口腔癌の抗癌剤耐性を決定するtandem
duplicatorの全ゲノム解析

宮本　勲 歯科・顎・口腔外科 2,210,000

文部科学省

癌特異的吸着機能因子を搭載したエクソソーム
の開発

馬場　隆緒 歯科・顎・口腔外科 2,080,000 文部科学省

薬剤誘導性LH2コンディショナルKOマウスを用
いた癌進展機構の解明

山本　亞有美 歯科・顎・口腔外科 2,210,000

文部科学省

CRISPRスクリーニング法を用いたセツキシマブ
耐性分子機構の解明

喜田　晶洋 歯科・顎・口腔外科 2,470,000 文部科学省

microRNA吸着能を持つ環状RNA搭載エクソ
ソームの開発

吉村　周作

文部科学省

血小板活性化因子PAFの癌・非癌細胞での細
胞増殖作用機構解明と

伊豫田　学 歯科・顎・口腔外科 1,820,000 文部科学省

文部科学省

骨石灰化因子Plod2の機能不全がもたらす癌
顎骨浸潤・転移機構の解明

坂本　洋右 歯科・顎・口腔外科 1,950,000 文部科学省

口腔癌悪性度を決定するスーパーエンハン
サーによる系統的転写制御機構の解明

椎葉　正史 歯科・顎・口腔外科 4,680,000

癌関連collagenを標的とした新たな治療抵抗性
の克服を目指す日米共同研究

鵜澤　一弘 歯科・顎・口腔外科 5,200,000 文部科学省

スーパーエンハンサーを標的とした口腔癌薬剤
耐性機構の解明による治療法開発

鵜澤　一弘

麻酔・疼痛・緩和医療科 1,073,267

ヒト唾液腺細胞の機能維持・長期安定培養法
に基づく新規自家移植法の開発研究

福嶋  玲雄

呼吸困難感に対するオピオイドを用いた症状緩
和プロトコール確立

田口　奈津子 日本学術振興会

歯科・顎・口腔外科 1,820,000

non coding RNA吸着性環状RNAの癌増殖浸
潤転移における役割の解明

笠松　厚志 歯科・顎・口腔外科 5,590,000

歯科・顎・口腔外科 2,210,000

精神神経科

こどものこころ診療部

令和2年度千葉県子どもの心の診療ネットワー
ク事業

千葉県

歯科・顎・口腔外科 4,420,000

佐々木　剛

文部科学省

（研究分担者） こどものこころ診療部

治療抵抗性統合失調症薬の安全性の検証によ
る望ましい普及と体制構築に向けた研究

厚生労働省科学研究費

こどものこころ診療部

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対
するフルボキサミンの重症化予防効果に関する
医師主導治験」の開始に向けた調整・管理に
関する研究

AMED新津　富央
精神神経科

（研究分担者） こどものこころ診療部

地域精神保健医療福祉体制の機能強化を推
進する政策研究

厚生労働省科学研究費

新津　富央 精神神経科

精神神経科

こどものこころ診療部

退院後の地域生活を見据えた切れ目ない診療
モデルの普及と地域生活支援体制の構築に向
けた研究

厚生労働省科学研究費

椎名　明大 精神神経科

伊豫　雅臣

精神神経科

こどものこころ診療部

被虐待歴を持つ妊婦のオキシトシン系システム
の検討

文部科学省科学研究費

精神神経科

こどものこころ診療部

気分障害患者のライフイベントに関連した心理
的苦悩症状のための尺度開発

文部科学省科学研究費

橘　真澄

佐藤　愛子

精神神経科

こどものこころ診療部

統合失調症の自閉症的特性／オキシトシン／
バソプレシンに着目した治療反応性の検討

文部科学省科学研究費

精神神経科

こどものこころ診療部

N-メチル-D-アスパラギン酸受容体作動薬によ
る治療抵抗性統合失調症治療の再検討

文部科学省科学研究費

仲田　祐介

木村　大

精神神経科

こどものこころ診療部

患者レジストリを二次利用した潜在的患者ニー
ズの自動抽出方法の検討

文部科学省科学研究費

精神神経科

こどものこころ診療部

高用量抗精神病薬によるグリア損傷および電
気けいれん療法によるその修復

文部科学省科学研究費

佐々木　剛

小田　靖典

精神神経科

こどものこころ診療部

精神神経科

こどものこころ診療部

精神神経科

こどものこころ診療部

医療観察法鑑定入院における付添人と医療者
との連携方法とその効果検証に関する研究

文部科学省科学研究費

オキシトシン-GABAパスウェイに着目した最難
治統合失調症の病態解析

文部科学省科学研究費

椎名　明大

金原　信久
精神神経科

こどものこころ診療部

グリア細胞株由来神経栄養因子に基づく治療
抵抗性気分障害の病態解明と治療薬の開発

文部科学省科学研究費

将来の妊娠に備えた精神科薬物療法を臨床現
場に実装する研究

文部科学省科学研究費

新津　富央

橋本　佐

1,300,000

1,000,000

2,210,000

780,000

975,000

2,210,000

1,690,000

9,983,847

7,800,000

1,560,000

1,430,000

1,820,000

10,140,000

300,000

600,000

補
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ゲノム編集技術を用いた難治性遺伝性呼吸器
疾患の病態解析と次世代新規治療法開発

鈴木　拓児

患者レジストリJapan PH Registryを活用した肺
動脈性肺高血圧症のアンメットメディカルニー
ズに対するエビデンス創出研究

重田　文子

患者レジストリJapan PH Registryを活用した肺
動脈性肺高血圧症のアンメットメディカルニー
ズに対するエビデンス創出研究

巽　浩一郎

患者レジストリJapan PH Registryを利活用した
肺動脈性肺高血圧症に対する抗IL-6受容体抗
体適応拡大のための医師主導治験

巽　浩一郎

レジストリを活用した慢性血栓塞栓性肺高血圧
症に対するエドキサバンの適応拡大のための
第Ⅲ相医師主導治験

巽　浩一郎

慢性血栓塞栓性肺高血圧症に関する多施設
共同レジストリ研究

巽　浩一郎

慢性血栓塞栓性肺高血圧症における肺動脈バ
ルーン形成術の医療の質評価及びフィード
バックシステムを構築する社会実装研究

巽　浩一郎

薬剤性間質性肺炎・重症薬疹に関するバイオ
マーカー候補の適格性確認と規制要件案の作
成に関する研究

安部　光洋

薬剤性間質性肺炎・重症薬疹に関するバイオ
マーカー候補の適格性確認と規制要件案の作
成に関する研究

巽　浩一郎

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

田邉　信宏

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

杉浦　寿彦

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

坂尾　誠一郎

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

寺田　二郎

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

巽　浩一郎

抗線維化薬による肺移植後慢性移植肺機能不
全の予防

山中 崇寛

呼吸器内科 6,000,000 厚生労働省

成⼈固形がんに対する標準治療確⽴のための

基盤研究
吉野　一郎

呼吸器内科 100,000 厚生労働省

呼吸器内科 100,000 厚生労働省

400,000 日本医療研究開発機構

高悪性度神経内分泌肺癌切除例に対する術
後補助化学療法の標準治療確立のための研
究

吉野　一郎

呼吸器内科 100,000 厚生労働省

呼吸器内科 100,000 厚生労働省

100,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 100,000 日本医療研究開発機構

免疫チェックポイント分子を用いた肺移植拒絶
反応における新規免疫寛容の誘導

呼吸器内科 3,650,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科

脳梗塞に対する血清抗体マーカーによる発症
予測と病型診断

吉田　陽一

海寶 大輔

呼吸器内科 100,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 1,400,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科

新プロテオミクス解析から捉える下垂体腫瘍に
おける遺伝子型‐表現型連関の解明

堀口　健太郎

呼吸器外科 637,000 日本医療研究開発機構

呼吸器外科 300,000
国⽴がん研究センター研

究開発費

安静時fMRIを用いた脳腫瘍患者の脳内ネット
ワークの機能的結合の解析

廣野　誠一郎

樋口　佳則

呼吸器外科 400,000
令和4年度ちば県民保健予

防基金助成金

呼吸器内科 400,000 日本医療研究開発機構

呼吸器外科 2,730,000 日本学術振興会

看護師が成す癌死72時間前の予測に関する
非接触非拘束型生体情報モニターによる解析

波照間　友基

脳神経外科 500,086 日本学術振興会

呼吸器内科 3,400,000 文部科学省

日本学術振興会

経頭蓋電気刺激による脳神経疾患での姿勢制
御異常に対する新規治療開発

術前経胸壁心臓超音波検査による麻酔導入時
低血圧予測及び予防法の確立

多羅尾　健太郎

脳神経外科 1,145,903 日本学術振興会

脳神経外科 1,370,292 日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科 500,000

非拘束、非接触ベッドセンサー生体情報モニ
ターの小児術後管理における有用性検討

波照間　友基

脳神経外科 1,342,076 日本学術振興会

1,500,000 日本学術振興会

筋弛緩拮抗薬投与後の再クラーレ化危険因子
とそのメカニズム解明に関する研究

村松　隆宏

日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科

高流量鼻カニュラ酸素療法による術後上気道
閉塞の治療効果の解明

坂口　雄一

麻酔・疼痛・緩和医療科 1,332,936

スガマデクス投与による声門狭窄発生のメカニ
ズム：ランダム化比較試験

石橋　克彦

2,167,667 日本学術振興会

小児声門上器具使用時の声門部開通性の時
系列評価研究

石橋　克彦

日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科

マスク換気困難のメカニズムの解明とマスク人
工呼吸法の改善の研究

雨宮　めぐみ

麻酔・疼痛・緩和医療科 1,831,198

マスク人工呼吸中の呼気時流量制限のメカニ
ズム研究

雨宮　めぐみ

2,110,577 日本学術振興会

500,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科

麻酔・疼痛・緩和医療科 286,449 日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科

麻酔・疼痛・緩和医療科 1,117,608 日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科 1,740,170 日本学術振興会
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腸管神経系異常疾患の病態における腸管免疫
系の関与

日本医療研究開発機構

末梢神経軸索興奮性、脳機能画像による神経
障害性疼痛の病態解明と個別化治療の確立

桑原　聡

重症筋無力症の革新的治療ACｈR-Fcの臨床
応用へ向けた生体内での作用機構の解明

鵜沢　顕之

POEMS症候群の至適治療戦略の構築 三澤　園子

1,100,000 日本学術振興会

脳神経内科 500,000 日本学術振興会

小児短腸症候群患者の腸管順応における腸内
細菌
叢がもたらす役割の解明

日本医療研究開発機構

脳神経内科 1,000,000 日本学術振興会

胆道閉鎖症の便中脂溶性代謝物の網羅的探
索による病因と病態の解明

日本医療研究開発機構

神経芽腫における抗腫瘍免疫抑制機序解明と
新規免疫療法の開発

日本医療研究開発機構

脳神経内科

日本医療研究開発機構

神経芽腫難治微小病変の可視化とセラノスティ
クスによる新規治療開発

日本医療研究開発機構

インドシアニングリーン修飾リポソームを用いた
小児肝がん新規治療法の確立

患者由来同所性異種移植(PDOX)モデルを用
いた神経芽腫難治性メカニズムの解明

日本医療研究開発機構

厚生労働省

小児外科

小児外科

日本医療研究開発機構

300,000

小児外科

小児外科

小児外科

小児外科

Radiomics解析による新型コロナウイルス関連肺
炎の予後予測モデルの構築

川田　奈緒子

照井　慶太 小児外科
呼吸器系先天異常疾患の診療体制構築と
データベースおよび診療ガイドラインに基づい
た医療水準向上に関する研究

Long-read sequenceによるヒルシュスプルング
病の包括的遺伝子解析

柴田　涼平

吉澤　比呂子

文田　貴志

川口　雄之亮

KRAS変異肺がん細胞における複数のがん抑
制遺伝子の変異併存時の治療標的探索

下村　巌

照井　慶太

秦　佳孝

中田　光政

塩化鉄誘導肺線維症モデルにおけるマクロ
ファージ・中皮細胞を標的とした病態成立機構

見上　英樹

900,000

 800,000

1,000,000

1,100,000

1,000,000

小松　秀吾

小児外科

小児外科

好中球NETsに着目した慢性閉塞性肺疾患の
病態解明

伊狩　潤

2,700,000

1,000,000

1,600,000

1,200,000

1,000,000

呼吸器内科 1,200,000

呼吸器内科

腸内細菌叢の変容が肺高血圧症の病態に関
与する機序の解明と臨床応用のシーズ探索

重城　喬行

日本学術振興会

呼吸器内科

腸内細菌叢の変容が肺高血圧症の病態に関
与する機序の解明と臨床応用のシーズ探索

田邉　信宏

呼吸器内科 1,000,000

気管支肺胞洗浄の危険性探索とバルーンカ
テーテルを用いた気管支肺胞洗浄法の開発

安部　光洋

CD26/DPP-4を介した難治性呼吸器疾患の新
規治療戦略

川﨑　剛

重症肺高血圧症モデルマウスにおける内皮血
球転換と肺血管リモデリング機構の解明

関根　亜由美

慢性閉塞性肺疾患における呼気ガス分析を用
いた診断システムの探索

川田　奈緒子

肺動脈性肺高血圧症における組織常在マクロ
ファージの役割と治療応用

坂尾　誠一郎

肺動脈性肺高血圧症における組織常在マクロ
ファージの役割と治療応用

巽　浩一郎

肺動脈性肺高血圧症における組織常在マクロ
ファージの役割と治療応用

重田　文子

自己抗体マーカーによる睡眠時無呼吸症候群
の脳梗塞・心筋梗塞発症予測とモニタリング

寺田　二郎

AlphaLISA法による免疫介在性有害事象に特
異的な自己抗体の探索

岩澤　俊一郎

CTEPH血管リモデリングの病態解明から新規
治療へ；血管内皮細胞に着眼して

須田　理香

GFP発現ラットによる肺移植および骨髄移植技
術を用いた肺高血圧症の包括的研究

西村　倫太郎

GFP発現ラットによる肺移植および骨髄移植技
術を用いた肺高血圧症の包括的研究

坂尾　誠一郎

GM-CSF吸入療法の新たな効能：肺胞/間質性
マクロファージのバランスへの介入

鈴木　拓児 呼吸器内科 50,000 文部科学省

呼吸器内科 5,800,000 文部科学省

呼吸器内科 100,000 文部科学省

呼吸器内科 800,000 日本学術振興会

呼吸器内科 1,400,000 日本学術振興会

呼吸器内科 700,000 日本学術振興会

呼吸器内科 900,000 日本学術振興会

呼吸器内科 50,000 日本学術振興会

呼吸器内科 50,000 日本学術振興会

呼吸器内科 800,000 日本学術振興会

呼吸器内科 600,000 日本学術振興会

呼吸器内科 800,000 日本学術振興会

呼吸器内科 1,200,000 日本学術振興会

600,000 日本学術振興会

呼吸器内科 600,000 日本学術振興会

日本学術振興会

呼吸器内科

公益財団法人
日本呼吸器財団

日本学術振興会
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日本学術振興会

A novel treatment for REBOA complications:
Hydrogen gas inhalation therapy to allevi ate
oxidative stress due to ischemia-reperfusion
injury

松村　洋輔 救急科・集中治療部

先進的ゲノム網羅解析統合による敗血症遺伝
子多型研究の新展開

中田　孝明

血液脳関門破綻を可視化する革新的プロトコ
ル開発

枡田　大生

敗血症における細胞外マトリックスタンパク質の
機能解明と革新的治療の創出

栗田　健郎 救急科・集中治療部 1,100,000

多施設連携プラットフォーム(MABB)を基盤にし
た各種認知症性疾患に対する日本発の包括的
な診断・層別化バイオマーカーシステムの確立

平野　成樹

軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八
味地黄丸の認知機能に対する有効性と安全性
を確認する探索的オープン標準治療対照無作
為化割付多施設共同試験

平野　成樹

長期寛解を目指した革新的重症筋無力症治療
薬の開発

桑原　聡

運動失調症の治療法開発を見据えた病型別前
向き自然歴・バイオマーカーの確立

桑原　聡

IgG4自己抗体陽性の慢性炎症性脱髄性多発
神経炎（CIDP）患者を対象としたリツキシマブの
有効性と安全性評価に関する多施設共同臨床
試験

桑原　聡

新規発見ノド抗原に基づいたノド抗体陽性慢性
炎症性脱髄性多発神経炎/中枢末梢連合脱髄
症の診断基準・診療ガイドライン作成のための
エビデンスの創出とバイオバンク・レジストリ構
築

桑原　聡

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関す
る調査研究

桑原　聡

神経変性疾患領域の基盤的調査研究 桑原　聡

運動失調症の医療水準，患者のQOLの向上に
資する研究班

桑原　聡

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・
重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者QOL
の検証

鵜沢　顕之

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・
重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者QOL
の検証

三澤　園子

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・
重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者QOL
の検証

桑原　聡

POEMS症候群におけるサイトカインプロファイ
ル解析と臓器特異的治療点の探索

水地　智基

運動ニューロン疾患における神経興奮性検査
を用いた新規治療薬開発

澁谷　和幹

標的抗原細胞外領域とIgG1Fc融合タンパク質
による自己抗体病の革新的治療法開発

森　雅裕

エクソソームmiRNAを用いた多発性硬化症の血
液脳関門破綻バイオマーカーの開発

枡田　大生

プロテオーム解析を用いた特発性後天性全身
性無汗症の標的抗原の網羅的解析

荒木　信之 脳神経内科 2,000,000 日本学術振興会

300,000 日本学術振興会

脳神経内科 2,000,000 日本学術振興会

脳神経内科 300,000 日本学術振興会

脳神経内科 800,000 日本学術振興会

厚生労働省

脳神経内科 18,460,000 厚生労働省

脳神経内科 800,000 厚生労働省

厚生労働省

脳神経内科 1,000,000 厚生労働省

脳神経内科 400,000 厚生労働省

脳神経内科

脳神経内科 800,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 300,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 500,000

脳神経内科 900,000

700,000

脳神経内科

日本医療研究開発機構

脳神経内科 2,740,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 177,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 3,700,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 1,800,000
公益財団法人

高橋産業経済研究財団

4,800,000 日本学術振興会

Metabolome解析による高度侵襲下のエネル
ギー代謝動態評価

大島　拓 救急科・集中治療部 300,000 日本学術振興会

日本学術振興会

ECPR症例における神経学的予後予測バイオ
マーカーの網羅的探索

安部　隆三 救急科・集中治療部 1,200,000 日本学術振興会

救急科・集中治療部 5,100,000

日本学術振興会

層状化合物を利用した体外式肺腎補助装置の
開発

髙橋　希 救急科・集中治療部 1,000,000 日本学術振興会

脂肪細胞における脂質受容体を介した病原脂
質の解毒に関する研究

島田　忠長 救急科・集中治療部 1,400,000

日本学術振興会

敗血症におけるIL-22関連蛋白の腸管恒常性
破綻への関与とその制御

大網　毅彦 救急科・集中治療部 1,800,000 日本学術振興会

in vitroアッセイによる新規血管透過性亢進抑
制物質の網羅的探索

岩瀬　信哉 救急科・集中治療部 1,200,000

日本学術振興会

急性腸間膜虚血における新規biomarkerの開
発・検証

柄澤　智史 救急科・集中治療部 1,100,000 日本学術振興会

網羅的タンパク質解析を用いた心停止/心停止
後症候群に関わる新規物質の発見

今枝　太郎 救急科・集中治療部 1,600,000
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日本学術振興会

JAMEP基本的臨床推論能力評価試験（GM-
ITE：General Medicine In-Training
Examination）質向上についての研究

寝たきり度を用いた院内転倒予測モデルの多
様な医療機関での検証と実用化に関する研究

Post-CC OSCEを国家試験化するにあたって
の妥当性・信頼性・公平性等の検証に関する
研究

学術誌抄録から学習した疾患名の分散表現は
疾患同士の距離を表現しうるか

鋪野　紀好
（研究分担者）

鋪野　紀好
（研究分担者）

鋪野　紀好
（研究分担者）

日本医療研究開発機構

集団機能ゲノミクスによる病原真菌の適応機構
の解明と遺伝子を標的とした新規治療法の開
発(分担課題：候補遺伝子のストレス応答及び
病原性に対する機能評価)

渡邉　哲
真菌医学研究センター（感

染症内科）
3,000,000 日本医療研究開発機構

ブラジルと日本の薬剤耐性を含む真菌感染症
診断に関する研究とリファレンス協力体制強化

渡邉　哲
真菌医学研究センター（感

染症内科）
26,260,000

日本医療研究開発機構

結核低蔓延時代の結核診療についての研究 猪狩　英俊 感染症内科 520,000 日本医療研究開発機構

国内流行HIV及びその薬剤耐性株の長期的動
向把握に関する研究

猪狩　英俊 感染症内科 585,000

厚生労働省

HIV・エイズの早期治療実現に向けての研究 谷口　俊文 感染症内科 11,540,000 日本学術振興会

HIV感染症及びその併存疾患や関連医療費の
実態把握のための研究

谷口　俊文 感染症内科 4,100,000

厚生労働省

千葉県における一般診療所に対する抗菌薬適
正使用を推進する標準モデルを検証・推進す
るための研究

谷口　俊文 感染症内科 7,666,000 厚生労働省

HIV感染症の曝露前及び曝露後の予防投薬の
提供体制の整備に資する研究

谷口　俊文

感染症内科 1,000,000 厚生労働省

早老症のエビデンス集積を通じて診療の質と患
者QOLを向上する全国研究

谷口　俊文 感染症内科 200,000 厚生労働省

新型コロナウイルス感染症に対する
Nafamostat,Favipiravir併用特定臨床研究

猪狩　英俊

癌の自然免疫回避機構を標的とした肝癌の包
括的マネジメント

加藤　直也

高ずり応力を伴う循環器疾患に随伴する消化
管血管異形成の形成・消退の実態解明

加藤　直也

Ｂ型肝炎に関する病態生理の新たな解明に基
づく制御法開発

千葉　哲博

C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者の
アウトカムに関する研究開発

加藤　直也

ICT を利用した医学教育コンテンツの開発と活
用に向けた研究

生坂　政臣
（研究協力者)

B型肝炎ウイルスの感染複製増殖機構解明に
よる創薬基盤形成に関する研究

加藤　直也

細胞性自然免疫応答賦活によるC型肝炎にお
ける肝発がん予防法の開発

加藤　直也

総合診療科病棟診療支援の取り組み 上原　孝紀

日本医療研究開発機構

令和3年度厚生労働科学
研究費補助金（地域医療
基盤開発推進事業）（1年
令和3年度科学研究費助
成事業（基盤研究B）（1年

目）
令和3年度厚生労働行政推進
調査事業補助金（地域医療基

盤開発推進事業）（1年目）

令和3年度科学研究費助
成基金（若手研究）（1年

目）
令和3年度千葉県新型コロナワ
クチン接種後の副反応に係る

専門的な医療機関運営業務委
託

日本医療研究開発機構

ワクチン副反応
上原　孝紀

(業務責任者)

令和3年度厚生労働科学
研究費

消化器内科 3,000,000 日本医療研究開発機構

2021年度医療安全ベストプ
ラクティス

消化器内科 22,823,077

日本医療研究開発機構

消化器内科 3,900,000 日本学術振興会

30,000

横川　大樹 総合診療科

消化器内科 900,000 日本医療研究開発機構

2,604,000

13,165,000

総合診療科 1,100,000

消化器内科 200,000

消化器内科 1,800,000

総合診療科 18,630,000

総合診療科

4,680,000

総合診療科 6,500,000

総合診療科

総合診療科

ハイリスク患者に対する肺炎球菌ワクチンの理
想的な接種プログラムの確立

石和田　稔彦
真菌医学研究センター（感

染症内科）
1,300,000

感染症内科 800,000

委

拠点病院集中型のHIV診療から、地域分散型
のHIV患者の医療・介護体制の構築

猪狩　英俊 感染症内科 6,693,000 厚生労働省

文部科学省
皮下脂肪組織由来細胞のシングルセル解析と
計算生物学に基づく革新的脂肪移植の開発

窪田　吉孝 形成・美容外科 4,400,000

日本学術振興会

Mitigation of the cytokine storm with blood
purification induced by the ische mia-
reperfusion injury: A novel treatment for
REBOA complications

林　洋輔 救急科・集中治療部 1,700,000 日本学術振興会

網羅的サイトカイン解析を用いた非高齢/高齢
敗血症それぞれの予後予測マーカーの探索

島居　傑 救急科・集中治療部 1,200,000

日本学術振興会

救急医療予測アルゴリズム研究開発 安部　隆三 救急科・集中治療部 6,286,000 日本医療研究開発機構

敗血症性DICにおけるCD69-Myl9/12システム
の関与

宮内　清司 救急科・集中治療部 1,200,000

補
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日本学術振興会

血液内科 1,200,000

武藤　朋也

本邦における初発急性前骨髄球性白血病に対
するATRA・ATO併用分化誘導療法の確立

堺田　惠美子

POEMS症候群の疾患特異的抗体を用いた病
態メカニズムの解明

栢森　健介

新規多発性骨髄腫モデルマウスを用いた統合
的エピジェネティック治療の確立

三村　尚也

武藤　朋也

肝癌における可溶性MHC-クラスI関連鎖Ａ分
子の制御機構の解明と、その応用による革新
的発癌抑止法の開発

中本　晋吾

血液内科 1,713,800

POEMS症候群患者血小板および骨髄間質細
胞の遺伝子発現解析

塚本　祥吉

骨髄形質細胞の遺伝子解析によるALアミロイ
ドーシスの分子病態解明

堺田　惠美子

自然免疫シグナル経路を介した造血器腫瘍制
御機構の統合的解明と治療応用

Understandings the mechanism of energy
metabolization in intratumor immune
microenvironment in metabolic related
hepatocellular carcinoma

小笠原　定久

血液内科 3,200,000 日本学術振興会

消化器内科 2,000,000 武田科学振興財団

自然免疫シグナルから迫る造血器腫
瘍の分子病態

7,079,150

日本学術振興会

進行肝細胞癌に対する革新的治療開発を目指
した重粒子線治療と免疫チェックポイント阻害
薬の 併用療法の免疫応答機構の解明

小笠原　定久

血液内科 1,100,000 日本学術振興会

消化器内科 1,000,000 日本対がん協会

消化器内科

輸血・細胞療法部 1,100,000 日本学術振興会

早期大腸癌に対する大腸浸水下内視鏡的粘
膜切除術(UEMR),内視鏡的粘膜下層剥離術
(ESD)に対しての短期予後,多施設前向きNon-
compared phase2及び非劣性phase3 adaptive 
design study

沖元　謙一郎

血液内科 1,800,000 日本学術振興会

500,000 内視鏡医学研究振興財団

血液内科 500,000 日本医療研究開発機構

本邦の慢性肝疾患患者の多施設共同前向き
長期観察研究

中村　昌人 アッヴィ合同会社

消化器内科

バレット食道の発癌リスクの層別化を目指した
内視鏡的生検組織の多面的検討

德長　鎮

消化器内科 5,000,000

ネオ抗原の質的評価を通じた抗腫瘍免疫応答
の解明

石野　貴雅

ゲノム解析による膵・胆管合流異常の進化系統
学的発癌機序の解明

高橋　幸治

細胞診アーカイブスのゲノム情報；最難治癌に
対する精密医療を目指して

大山　広

非代償性肝硬変の体外細胞分化誘導によるア
ルブミン補充療法の確立に向けた基礎的検討

清野　宗一郎

肝細胞分化におけるヒストンメチル化酵素
SETDB1の意義と再生医療への応用

金山　健剛

社会実装可能な人工知能を用いた画期的大腸
癌深達度診断システムの開発

松村　倫明

腸管相関の腫瘍免疫制御に着目した非アル
コール性脂肪性肝疾患関連肝癌抑止法の創
出

佐久間　崇文

FGF19・FGFR4シグナル阻害による肝癌分子
標的薬の新規治療戦略

神崎　洋彰

ゲノム異常に着目した食道扁平上皮癌の革新
的な診断・治療方法の開発

明杖　直樹

潰瘍性大腸炎と原発性硬化性胆管炎に共通
する免疫機構解析による疾患形成機序の解明

太田　佑樹

allograftマウスモデルによる肝細胞癌の癌免疫
逃避機構の解明

千葉　哲博

クローン病の胆汁腸肝循環動態とFXR/FGF19
の機能解析

齊藤　景子

分子標的薬が肝予備能に与える影響の解明と
進行肝細胞癌の新規治療戦略の構築

近藤　孝行

エクソソーム制御による慢性肝疾患関連サルコ
ペニアに対する新規治療法の開発

中村　昌人

食道バレット腺癌の遺伝子的、及び機能的側
面から見た病態解析

沖元　謙一郎

肝癌におけるマルチキナーゼ阻害剤のエピ
ジェネティックな耐性機序の検討

日下部　裕子

液状検体に対する分子バーコードを用いた超
高感度システムによる膵癌早期診断法の開発

三方　林太郎 消化器内科 800,000 日本学術振興会

消化器内科 400,000 日本学術振興会

消化器内科 300,000 日本学術振興会

消化器内科 800,000 日本学術振興会

消化器内科 1,600,000 日本学術振興会

消化器内科 1,000,000 日本学術振興会

消化器内科 1,200,000 日本学術振興会

消化器内科 1,700,000 日本学術振興会

消化器内科 300,000 日本学術振興会

消化器内科 1,800,000 日本学術振興会

消化器内科 1,100,000 日本学術振興会

消化器内科 1,300,000 日本学術振興会

消化器内科 600,000 日本学術振興会

消化器内科 2,100,000 日本学術振興会

日本学術振興会

消化器内科 1,100,000 日本学術振興会

消化器内科 1,200,000 日本学術振興会

ギリアード・サイエンス

消化器内科 1,200,000 日本学術振興会

消化器内科

委

2,700,000

委
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日本学術振興会

鈴木　浩太郎 アレルギー・膠原病内科 1,099,982 日本学術振興会

クローン性造血における自然免疫とエネルギー
代謝のクロストーク

武藤　朋也 血液内科 3,000,000 内藤記念科学助成金

ポドサイト障害抑制因子の探索と慢性腎臓病治
療薬開発の試み

日本学術振興会

自然免疫シグナルから迫る造血器腫瘍の分子
病態

武藤　朋也

自然免疫シグナルから迫る白血病の分子基盤 武藤　朋也

自然免疫シグナルから迫る造血器腫瘍の分子
病態

武藤　朋也 血液内科 3,000,000
持田記念医学薬学振興財

団

血液内科 1,000,000 先進医薬研究振興財団

血液内科 2,000,000 日本白血病研究基金

濾胞性制御性T細胞分化誘導による新規SLE
治療法確立のための基礎的検討

辰元　為仁

牧野　慎市

若林　華恵

腎臓内科

腎臓内科

腎臓内科

ポドサイトにおけるユビキチン・プロテアソーム
で発現調整を受ける分子の網羅的解析

慢性腎臓病患者における腸内細菌叢とCKD-
MBD進展予防に関する研究

ウイルス感染に対する
自然免疫系

アレルギー・膠原病内科

1,200,000

900,000

1,000,000

中島　裕史 アレルギー・膠原病内科 7,100,000

日本学術振興会

日本腎臓財団

罹患組織の単細胞RNAシーケンス解析を起点
としたIgG4関連疾患の病態の解明

池田　啓

糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 厚生労働省

糖尿病・代謝・内分泌内科 5,770,000 厚生労働省

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,250,000 厚生労働省

糖尿病・代謝・内分泌内科 600,000
国立長寿医療研究セン

ター

糖尿病・代謝・内分泌内科 90,440,000 日本医療研究開発機構

日本医療研究開発機構

糖尿病・代謝・内分泌内科 10,000,000 日本医療研究開発機構

関節リウマチの病態形成における濾胞ヘル
パーＴ細胞に発現するPAD４の役割の解明

鈴木　一正 アレルギー・膠原病内科 2,100,000

糖尿病・代謝・内分泌内科 50,603,847

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サ
ルコペニアを含めた病態解明及び予防介入法
の確立を目指した臨床ならびに関連研究

横手　幸太郎

早老症に立脚したヒト老化病態の解明とその制
御への応用（個体・臓器老化研究拠点）

横手　幸太郎

早老症疾患特異的iPS細胞を用いた老化促進
メカニズムの解明を目指す研究

横手　幸太郎

指定難病の普及・啓発に向けた包括的研究 横手　幸太郎

早老症のエビデンス集積を通じて診療の質と患
者QOLを向上する全国研究

横手　幸太郎

家族性 LCAT 欠損症を対象とした LCAT-
GMAC 治療実用化に向けた医師主導治験

横手　幸太郎

原発性脂質異常症に関する調査研究 横手　幸太郎

中島　裕史 アレルギー・膠原病内科 35,000,000
国立研究開発法人科学技

術振興機構

気道リモデリング修復による新規喘息治療戦略
の確立

アレルギー性気道炎症局所における制御性T
細胞の機能維持機構の解明

須藤　明 アレルギー・膠原病内科 1,101,355 日本学術振興会

アレルギー性気道炎症における侵害刺激受容
体TRPV2の役割

前澤　裕子 アレルギー・膠原病内科 1,335,626 日本学術振興会

1,600,000 日本学術振興会

IgE産生制御による食物アレルギー治療戦略の
開発

玉地　智宏 アレルギー・膠原病内科 1,026,845 日本学術振興会

日本学術振興会

喘息の気道上皮細胞における"炎症記憶"に関
する研究

横田　雅也 アレルギー・膠原病内科 1,297,847 日本学術振興会

Fizzled受容体シグナルによるアレルギー性気
道炎症の誘導機構の解明とその制御

岩田　有史 アレルギー・膠原病内科 1,414,926

日本学術振興会

難治性血管炎の医療水準・患者QOL向上に資
する研究

古田　俊介 アレルギー・膠原病内科 250,000 厚生労働省

ANCA関連血管炎の病態形成におけるTLR9の
役割の解析

古田　俊介 アレルギー・膠原病内科 1,431,057

日本学術振興会

関節リウマチの病態形成におけるFGFR1陽性
CD4陽性T細胞の役割の解明

田中　繁 アレルギー・膠原病内科 2,100,000 日本学術振興会

I型インターフェロンによる自己反応性B細胞活
性化及びループス腎炎発症機構の解明

岩本　太郎 アレルギー・膠原病内科 2,100,000

日本学術振興会

アレルギー性気道炎症の超急性期相における
樹状細胞の役割の解明

古矢　裕樹 アレルギー・膠原病内科 1,844,803 日本学術振興会

日本学術振興会

健康長寿の促進に向けた新規老化関連因子
の探索と老化予測システムの開発

横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 2,000,000 日本医療研究開発機構

組織修復型制御性T細胞による破壊関節修復
法の開発

粕谷　忠道 アレルギー・膠原病内科 1,329,733



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

日本学術振興会

日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,000,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 900,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,200,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 800,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 3,800,000 厚生労働省

糖尿病・代謝・内分泌内科 900,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 12,100,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 300,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 厚生労働省

多層的モデルの解析に基づく老化と関連疾患
の分子病態解明

横手　幸太郎

原発性脂質異常症に関する調査研究 小倉　正恒

加齢や生活習慣による腎障害の病態解明に資
する危険因子、生体マーカーの包括的検討

越坂　理也

糖尿病の血管合併症におけるPericyte老化の
役割の解明

前澤　善朗

老化モデル疾患を対象としたNAD前駆体によ
る革新的治療および老化抑制機序の検討

横手　幸太郎

早老症Werner症候群患者検体を用いた老化
に伴うインスリン抵抗性の機序解明

木下　大輔

R3hdmlを用いた筋腎連関の機序解明および新
規治療戦略の確立

石川　崇広

AKAP13を用いた骨代謝調節機構の解明 小出　尚史

AKAP13を用いたグルココルチコイドの新たな
骨代謝調節機構の解明 石田　晶子

心臓血管外科 400,000 日本医療研究開発機構

家族性高コレステロール血症の残余リスク制
圧：コレステロール搬出促進薬の開発基盤

小倉　正恒

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,100,000 日本学術振興会

肝糖新生におけるType2 Innate Lymphoid Cell
の役割の解明 藤本　真徳

心臓血管外科 160,000 日本医療研究開発機構

心臓血管外科 250,000 日本医療研究開発機構

糖尿病・代謝・内分泌内科 900,000

老化をHDLで減速させる-早老症ウェルナー症
候群から探る老化と脂質のクロストーク

山本　雅

心臓血管外科 2,448,070 日本学術振興会

心臓血管外科 1,524,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,600,000

心停止下ドナー心移植におけるドナー心評価
法と虚血再灌流障害制御法の確立

松宮　護郎

食道・胃腸外科 1,100,000 東ソー株式会社(共同研究)

ヒト老化モデルのエクソソームがもたらす老化機
序の解明

加藤　尚也

心臓血管外科 7,319,965 日本学術振興会

スマートウォッチを利用した機械学習による発
作性心房細動診断アルゴリズム開発研究

乾　友彦

食道・胃腸外科 877,500 静岡県立がんセンター

食道・胃腸外科 1,153,000 東京医科歯科大学

独立行政法人日本学術振
興会

Vector flow mappingを用いた非侵襲的心拍出
量測定法の開発

諫田　朋佳

食道・胃腸外科 1,950,000
独立行政法人日本学術振

興会

食道・胃腸外科 1,040,000
独立行政法人日本学術振

興会

独立行政法人日本学術振
興会

植込型補助人工心臓装着予定患者を対象とし
た出血性合併症リスクの事前予測に基づいた
個別化精密医療・最適化補助人工心臓治療の
実現

松宮　護郎
（研究分担者）

食道・胃腸外科 1,170,000
独立行政法人日本学術振

興会

独立行政法人日本学術振
興会

難治性心血管疾患におけるマルチオミックス解
析による病態解明と精密医療

松宮　護郎
（研究分担者）

食道・胃腸外科 390,000

エクソソーム・腸内細菌叢解析による癌宿主連
環制御に基づく食道・胃癌分子治療開発

松原　久裕

高ずり応力を伴う循環器疾患に随伴する消化
管血管異形成の形成・消退の実態解明

松宮　護郎
（研究分担者）

食道・胃腸外科 3,800,000

食道扁平上皮癌におけるFra-1による低酸素誘
導因子カスケード制御機構の解析

豊住　武司

CTコロノグラフイーにおけるテクスチャ解析を用
いたスクリーニング検査の開発

栃木　透

食道扁平上皮癌幹細胞を標的とした新規エピ
ジェネティック治療戦略の開発

村上　健太郎

消化器癌術後難治性婁孔に対する再生医療
技術を用いた組織充填剤の開発

平澤　壮一朗 食道・胃腸外科 1,700,000

胃癌腹膜播種に対する癌由来エクソソームを
用いた革新的個別化治療の開発

松本　泰典

食道・胃腸外科 440,000
CRP遺伝子多型解析による食道癌リンパ節転
移リスク診断キットの開発

松原　久裕 秋田大学

切除不能または再発食道癌に対するCF（シス
プラチン+5-FU）療法とbDCF（biweekly ドセキ
タル+CF）療法のランダム化第Ⅲ相比較試験

松原　久裕

肝胆膵外科 1,170,000 日本学術振興会

HER2 増幅固型癌に対するトラスツズマブペル
ツズマブ併用療法のバスケットトライアル

松原　久裕

肝内胆管癌癌源・癌細胞の可塑性と癌間質微
小環境制御による新規治療法の開発

大塚　将之

胃癌エクソソームマーカー候補群の臨床的有
用性評価

松原　久裕

委



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

肝胆膵外科 1,560,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 1,300,000
麻布大学　　富士フィルム

和光純薬

肝胆膵外科 1,430,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 1,690,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 1,170,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 910,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 1,430,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 2,600,000 日本学術振興会

肝胆膵外科 1,690,000 日本学術振興会
内臓脂肪による免疫老化と慢性炎症が手術侵
襲に及ぼす影響とオステオポンチンの関与

古川　勝規

ユビキチンE3リガーゼをターゲットにした消化器
癌の進展、転移制御機構の解明

酒井　望

分泌蛋白を含む癌微小環境と補体因子による
膵胆道癌進展機構の解明と測定系の開発

高野　重紹

肝胆膵領域癌におけるLGR5を標的とした
STAT3活性抑制による新規治療の開発

久保　木知

機械学習により層別化した化学療法未導入検
体の解析による膵癌の化学療法抵抗性の解明

川原　健治

障害肝における肝障害後肝再生機構の解明と
再生促進治療開発：肝切除術の適応拡大へ

小西　孝宜

肝内胆管癌におけるIL-32-Gankyrin axisを介
した癌進展機序の解明研究

三島　敬

肝胆膵領域癌におけるIRG1を介した抗炎症作
用に基づく新規治療戦略

吉住　有人

乳腺甲状腺外科 2,000,000 高橋産業経済財団

大腸癌の転移制御におけるSmurf2-YY1axisの
役割

佐藤　菜実 肝胆膵外科 1,300,000 日本学術振興会

血中フコシル化プロサポジン値の測定系構築
および新規膵癌biomarkerとしての臨床応用に
関する研究

大塚　将之

乳腺甲状腺外科 1,850,000 日本学術振興会

検査部 350,000
金沢大学がん進展制御研

究所

抗酸化物質の微小管作用メカニズムの解明と
新たな臨床応用

高田　護

検査部 1,100,000 文部科学省

検査部 50,000 文部科学省

低酸素応答分子を標的とした新規乳癌治療薬
の開発

高田　護

和漢診療科 1,300,000
公益財団法人がんの子ども

を守る会

腫瘍内科 2,400,000 日本学術振興会

天然化合物による急性骨髄性白血病のエピ
ジェネティックに対する薬理作用と抗がん機序
の解明

平崎　能郎

腫瘍内科 700,000 日本学術振興会

検査部 3,600,000 文部科学省

文部科学省

文部科学省

企画情報部 11,935,314

肺扁平上皮がんの多面的アプローチによる分
子標的薬の開発

滝口　裕一

企画情報部 3,500,000 医薬品医療機器総合機構

企画情報部 2,600,000 医薬品医療機器総合機構

ゲノム解析による膵・胆管合流異常の進化系統
学的発癌機序の解明

高橋　幸治

医薬品医療機器総合機構

検査部 50,000 文部科学省

医療情報データベースに保存された医療情報
の実践的な利活用のためのデータ検証（バリ
デーション）業務

鈴木　隆弘

松下　一之

アウトカム定義のバリテーションに関連する調査
業務

鈴木　隆弘

検査部

文部科学省

文部科学省

MID-NET®データの特性解析及びデータ抽出
条件・解析手法等に関する研究

鈴木　隆弘

検査部 1,215,336 文部科学省

中央集約型と分散型の併用による医療情報共
有のためのトラスト（信頼関係）の評価法

4,509,134

がん遺伝子パネル検査の外部精度評価スキー
ムの戦略的実践によって検査の質向上を図る

松下　一之

臨床検査の異常反応の検出と精度保証の研究 松下　一之

がん細胞のリボソーム構成タンパク質の発現解
析と転写後調節への関与

松下　一之

検査部 50,000

メタゲノムによる新意義を持つ臨床細菌検査の
開発とそれへのDNAメチル化解析の応用 西村　基

検査部

検査部 481,955

マルチオミクスを用いた新規歯周疾患マーカー
の開発

西村　基 100,000

1本鎖DNA/RNA選択的解析によるCOVID-19
を含む感染症検査の広範な改良

西村　基

次世代医療構想センター 54,612,000 厚生労働省

質量分析によるビタミンD関連マーカーの高精
度分析およびGC遺伝子多型との関連解析

石毛 崇之

次世代医療構想センター 3,501,000 厚生労働省

消化器・難治がんのリボソーム生合成の新規メ
カニズム解明と診断、治療法への応用

北村　浩一

次世代医療構想センター 4,071,000 厚生労働省

検体・項目多重化によるステロイドホルモンのハ
イスループットLC/MS検査法の開発

石毛 崇之

地域の合意形成を加速化させるデジタルトラン
スフォーメーションの実現ンのための研究

佐藤　大介

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえ
た、地域における医療提供体制の強化のため
の研究

吉村　健佑

小児科医師確保計画を踏まえた小児医療の確
保についての政策研究

吉村　健佑
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次世代医療構想センター 15,000,000
千葉県旭市・

ノボノルディスクファーマ

次世代医療構想センター 23,000,000 千葉県

次世代医療構想センター 22,000,000 附属医病院・NTTCOM

次世代医療構想センター 4,680,000 日本学術振興会

次世代医療構想センター 5,980,000 日本学術振興会

日本学術振興会

次世代医療構想センター 6,240,000 日本学術振興会

次世代医療構想センター 1,448,000 厚生労働省

次世代医療構想センター 16,510,000

数理科学と医療管理学を融合した新興感染症
の推計モデルと医療費資源配分手法

佐藤　大介

指定難病と医療介護データの統合による経時
的解析可能な難病データベース基盤の開発

佐藤　大介

今般の感染症対応や将来の医療需要を踏まえ
たDPCデータ等を活用した急性期医療の確保
のための研究

佐藤　大介

 「システム思考に立脚した地域包括ケアシステ
ム構築方法論と評価用ロジックモデルの開発」

堀井　聡子

総合医療教育研修センター
呼吸器内科

650,000 日本学術振興会

総合医療教育研修センター
総合診療科

780,000 日本学術振興会

機能性RNA解析に基づく治療抵抗性小児白血
病に対する革新的治療標的の探索

岡田　玲緒奈

総合医療教育研修センター 1,040,000 日本学術振興会

総合医療教育研修センター
総合診療科

780,000 日本学術振興会

令和3年度千葉県国保ヘルスアップ支援事業
特定検診レセプトデータ等分析業務

佐藤　大介

総合医療教育研修センター 8,716,000 厚生労働省

総合医療教育研修センター 780,000 日本学術振興会

総合医療教育研修センター 1,040,000 日本学術振興会

千葉県医自治体等と連携した生活習慣病予防
介入プログラムの開発とその実効性の検証

吉村　健佑

総合医療教育研修センター 1,300,000 日本学術振興会
英国大学と協働で開発するグローバル・地域包
括ケアIPEプログラムの構築

朝比奈　真由美

専門職連携のための専門職連携によるFD実践
のための基盤研究とプログラム開発

伊藤　彰一

医療分野における秘密計算ディープラーニン
グの適用検証、実証
（共同研究）

吉村　健佑

臨床実習中の学習者に自発的行動を促す新し
い対面指導法の開発に関する研究

横尾　英孝

特定行為研修修了者の複数配置に関する実
態把握及び有効活用に影響する要因の調査
（20IA2008）

酒井　郁子

回復期リハビリテーション病棟におけるEBP実
装プログラムの検証

酒井　郁子 総合医療教育研修センター 3,770,000 日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本医療研究開発機構
（AMED）

黒田　正幸 1,000,000

90,440,000

4,300,000

未来開拓センター 12,906,700 日本医療研究開発機構

日本学術振興会900,000

外国人患者が安心する医療を提供するために
医学英語教育プログラムとは何か？

稲川　知子

20,000,000 日本医療研究開発機構

実践的EBM能力を有する医療者養成のための
教育プログラム開発とその効果検証

笠井　大

未来開拓センター 26,000,000 日本医療研究開発機構

機械学習を用いた医学生におけるアンプロ
フェッショナリズムな行動に関する予測モデル 鋪野　紀好

オンライン模擬医療面接におけるmini-CEXを
用いた学生評価の信頼性の検証

塚本　知子

未来開拓センター

再発・進行頭頸部がん患者を対象とした他家
iPS-NKT細胞および自家DC/Gal併用療法に
関する臨床研究

本橋 新一郎

再発・進行頭頸部がん患者を対象としたiPS-
NKT細胞動注療法に関する第Ⅰ相試験

本橋 新一郎

NKT細胞再生によるがん免疫治療技術開発拠
点

本橋 新一郎

移植後生着細胞からのアプローチによる脂肪
細胞遺伝子治療製品の移植効率向上研究

未来開拓センター

（研究分担者）

エピジェネティクス編集技術を用いた革新的脂
肪移植治療法開発に資する基盤的研究

未来開拓センター

（研究分担者）

黒田　正幸

エピジェネティクス解析とその制御による多面的
機能誘導的自家脂肪移植法の確立

未来開拓センター
黒田　正幸

（研究分担者）

家族性LCAT欠損症を対象としたLCAT-
GMAC治療実用化に向けた医師主導治験

未来開拓センター
黒田　正幸

薬剤部 1,690,000

（研究分担者）

拠点病院集中型のHIV診療から、地域分散型
のHIV患者の医療・介護体制の構築

薬剤部
鈴木　貴明

700,000 厚生労働省

血中カルニチンをバイオマーカとしたレンバチ
ニブの疲労倦怠感に関するPK/PD解析

高塚　博一 薬剤部 460,000

日本学術振興会

血液脳関門の薬物透過性を予測する血液マー
カーに関する検討

石川　雅之 薬剤部 390,000 日本学術振興会

プラチナ系抗がん薬による腎障害回避を目的と
した新規尿中バイオマーカーの臨床応用

鈴木　貴明

薬剤部 470,000 日本学術振興会

持続的血液濾過透析中の抗菌薬の吸着クリア
ランスの評価と投与設計への応用

山崎　伸吾 薬剤部 470,000 日本学術振興会

薬物の中枢移行性予測を可能とする新規血液
マーカーの開発

鈴木　翔太

日本学術振興会

重症髄膜炎患者に対するメロペネムの髄液動
態を考慮した投与設計法の検討

新部　陽子 薬剤部 420,000 日本学術振興会
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薬剤部 150,000
化学構造から高尿酸血症誘発薬剤を予測する
新規手法の確立

佐山　美紗

（研究分担者）

石井　伊都子

石井　伊都子

新治療法開発のための医薬品・医療機器・再
生医療等製品創造と科学の双翼プロジェクト

日本医療研究開発機構

日本学術振興会
（研究分担者）

成人発症スチル病（AOSD）に対する5-アミノレ
ブリン酸塩酸塩／クエン酸第一鉄ナトリウム（5-
ALA HCL/SFC）投与の医師主導治験

花岡 英紀 臨床試験部

無症状及び軽症COVID-19患者に対するネル
フィナビルの有効性及び安全性を模索するラン
ダム化非盲検並行群間比較試験

花岡　英紀

花岡　英紀

33,000,000 日本医療研究開発機構

公益財団法人痛風・尿酸
財団

英国大学と協働で開発するグローバル・地域包
括ケアIPEプログラムの構築

薬剤部 1,300,000 日本学術振興会

専門職連携のための専門職連携によるFD実践
のための基盤研究とプログラム開発

薬剤部 1,040,000
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Impact of arial high-rate 
episodes and atrial 
cardiomyopathy on future 
stroke in patients with dual 
chamber permanent 
pacemakers.

Clinical Cardiol. 2021 Oct 19. 
doi: 10.1002/clc.23739.

Kajiyama T, Kondo Y, Nakano 
Ma, et al.

循環器内科

Concomitant Use and 
Interaction of 
Subcutaneous Implantable 
Defibrillator and Epicardial 
Pacemaker.

J Arrhythm
. 2021 Dec 16;38(1):155-156.

Saito K, Kondo Y, Takahashi M, 
et al.

循環器内科

Factors that predict 
ventricular arrhythmias in 
the late phase after acute 
myocardial infarction.

ESC Heart Fail
. 2021 Oct;8(5):4152-4160.

Takahira H,Kajiyama T,Kondo 
Y,et al.

循環器内科

Pathophysiological 
background and prognosis 
of common atrial flutter in 
non-elderly patients: 
Comparison to Atrial 
Fibrillation

J Cardiol. 2021 Nov;78(5):362-
367.

Sato T,  Saito Y, Matsumoto T, 
et al.

循環器内科

Impact of CADILLAC and 
GRACE risk scores on 
short- and long-term 
clinical outcomes in 
patients with acute 
myocardial infarction

J Cardiol
. 2021 Sep;78(3):201-205.

Yamazaki T, Saito Y, Kobayashi 
T, et al.

循環器内科

Factors associated with 
discordance between 
fractional flow reserve and 
resting full-cycle ratio

J Cardiol. 2022;80:9-13

Heart Lung Circ
. 2022 Jul 14;S1443-
9506(22)00970-2.

Tateishi K, Saito Y, Kitahara H, 
et al.

循環器内科
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Time-Course Changes in 
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and Density in Patients 
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Study
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Usefulness of dynamic 
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 Automated detection of 
cervical ossification of the 
posterior longitudinal 
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Effect of Ultrasound-
Guided Hydrorelease of 
the Multifidus Muscle on 
Acute Low Back Pain

J Ultrasound Med. 2021 
May;40(5):981-987.

Maki S, Furuya T, Yoshii T,et al. 整形外科

Machine Learning 
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Time-lapse monitoring of 
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Surgical Techniques and 
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with eosinophilia after 
BNT162b2 mRNA COVID-
19 vaccination

Relationship between the 
presence of primary care 
physicians and health-
related quality of life.

Ishizuka K, Yokokawa D, Mori 
T, et al.

総合診療科
BMJ Case Rep・2021 Aug 
16;14(8):e245443.

Tamura H, Ishizuka K, Mori T, 
et al.

総合診療科
BMJ Case Rep・2021 Aug 
17;14(8):e245102.

Dabigatran-induced 
oesophagitis improved by 
switching medication to 
apizaban

Varicella zoster virus 
meningitis with rashes 
masked by a mask as a 
precaution for COVID-19

Ishizuka K, Shikino K, Yokokawa 
D, et al.

総合診療科
Radiol Case Rep・2021 Aug 
1;16(10):2886-2889.

Follicular lymphoma with 
hepatic accumulation on 
FDG-PET/CT 
masquerading IgG4-related 
disease.
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Mukai S, Kanzaki H, Ogasawara 
S 他

消化器内科

Exploring microsatellite 
instability in patients with 
advanced hepatocellular 
carcinoma and its tumor 
microenvironment.

JGH Open. 2021 Oct 
1;5(11):1266-1274.

Mikata R, Yasui S, Kishimoto T 
他

消化器内科

Diagnostic value of IMP3 
and p53 
immunohistochemical 
staining in EUS-guided 
fine-needle aspiration for 
solid pancreatic tumors.

Sci Rep. 2021 Aug 
26;11(1):17257.

Okimoto K, Maruoka D, 
Matsumura T 他

消化器内科

Long-term outcomes of 
cold snare polypectomy for 
superficial non-ampullary 
duodenal epithelial tumors.

J Gastroenterol Hepatol. 2022 
Jan;37(1):75-80.

Yoshida R, Koroki K, Makishima 
H 他

消化器内科

Controlling Major Portal 
Vein Invasion Progression 
during Lenvatinib 
Treatment by Carbon-Ion 
Radiotherapy in Patients 
with Advanced 
Hepatocellular Carcinoma.

Case Rep Oncol. 2021;14:1103
–1110.

Okimoto K, Maruoka D, 
Matsumura T 他

消化器内科

Utility of underwater EMR 
for nonpolypoid superficial 
nonampullary duodenal 
epithelial tumors ≤20 mm.

Gastrointest Endosc. 2022 
Jan;95(1):140-148.

Asano K, Mikata R, Chiba T 他 消化器内科

Analysis of circulating cell-
free DNA after endoscopic 
ultrasound-guided fine 
needle aspiration in 
pancreatic ductal 
adenocarcinoma.

Pancreatology. 2021 
Sep;21(6):1030-103.

Tokunaga M, Okimoto K, Akizue 
N 他

消化器内科

Genetic Profiles of 
Barrett’s Esophagus and 
Esophageal 
Adenocarcinoma in 
Japanese patients.

Sci Rep. 2021 Sep 
3;11(1):17671.

Koroki K, Kanogawa N, Maruta 
S 他

消化器内科

Posttreatment after 
Lenvatinib in Patients with 
Advanced Hepatocellular 
Carcinoma.

Liver Cancer. 2021 Apr 
20;10(5):473-484.

Akizue N, Okimoto K, Arai M 他 消化器内科

Comprehensive mutational 
analysis of background 
mucosa in patients with 
Lugol-voiding lesions.

Cancer Med. 2021 
Jun;10(11):3545-3555.
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Kimura K, Tsukamoto S, 
Miyazaki K., et al.

血液内科

Identification of clonal 
immunoglobulin λ light-
chain gene rearrangements 
in AL amyloidosis using 
next-generation 
sequencing.

Exp Hematol. 2021 Sep;101-
102:34-41.e4. doi: 
10.1016/j.exphem.2021.08.001
. Epub 2021 Aug 17.

Hino Y, Watanabe A, Seki R, et 
al.

血液内科

Reference Laboratory 
Surveillance on Fungal 
Isolates from Patients with 
Haematological Malignancy 
in Japan.

J Fungi (Basel). 2021 Sep 
27;7(10):806. doi: 
10.3390/jof7100806.

Ohwada C, Yamazaki S, Shono 
K., et al.

血液内科

Pharmacokinetically 
guided, once-daily 
intravenous busulfan in 
combination with 
fludarabine for elderly 
AML/MDS patients as a 
conditioning regimen for 
allogeneic stem cell 
transplantation.

Int J Hematol. 2021 
Dec;114(6):664-673. doi: 
10.1007/s12185-021-03188-6. 
Epub 2021 Sep 14.

Kondo T, Koroki K, Maruta S 他 消化器内科

Impact of acute 
decompensation on the 
prognosis of patients with 
hepatocellular carcinoma.

PloS One. 2022 Jan 
27;17(1):e0261619.

Ishii A, Tsukamoto S, Mishina T, 
et al.

血液内科

Successful allogeneic bone 
marrow transplantation 
after massive 
gastrointestinal bleeding in 
a patient with 
myelodysplastic syndrome 
associated with intestinal 
Behçet-like disease.

Leuk Res Rep. 2021 Oct 29; 
16:100278. doi: 
10.1016/j.lrr.2021.100278. 
eCollection 2021.

Oura H, Matsumura T, Fujie M 
他

消化器内科

Development and 
evaluation of a double-
check support system 
using artificial intelligence 
in endoscopic screening for 
gastric cancer.

Gastric Cancer. 2022 
Mar;25(2):392-400.

Kusakabe Y, Chiba T, Oshima M 
他

消化器内科

EZH1/2 inhibition 
augments the anti-tumor 
effects of sorafenib in 
hepatocellular carcinoma.

Sci Rep. 2021 Nov 
1;11(1):21396.

Kobayashi K, Ogasawara S, 
Takahashi A 他

消化器内科

Evolution of survival 
impact of molecular target 
agents in patients with 
advanced hepatocellular 
carcinoma.

Liver Cancer. 2021 Dec 
6;11(1):48-60.
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Nakamura K, Ohbe H, Ikeda K, 
et al.

アレルギー・膠原病内科

Intravenous 
cyclophosphamide in acute 
exacerbation of rheumatoid 
arthritis-related interstitial 
lung disease: A 
propensity-matched 
analysis using a nationwide 
inpatient database.

Semin Arthritis Rheum. 2021 
Oct;51(5):977-982

Sugiyama T, Furuta S, Hiraguri 
M, et al.

アレルギー・膠原病内科
Latent class analysis of 
216 patients with adult-
onset Still’s disease.

Arthritis Res Ther.2022 Jan 
3;24(1):7.

Furuta S, Nakagomi D, 
Kobayashi Y, et al.

アレルギー・膠原病内科

Effect of Reduced-Dose vs 
High-Dose 
Glucocorticoids Added to 
Rituximab on Remission 
Induction in ANCA-
Associated Vasculitis A 
Randomized Clinical Trial.

JAMA.2021 Jun 
1;325(21):2178-2187.

Kageyama T, Ikeda K, Tanaka S, 
et al.

アレルギー・膠原病内科

Antibody responses to 
BNT162b2 mRNA COVID-
19 vaccine and their 
predictors among 
healthcare workers in a 
tertiary referral hospital in 
Japan.

Clin Microbiol Infect. 2021 Aug 
8;S1198-743X(21)00437-7.

Kato M, Ikeda K, Sugiyama T, et 
al.

アレルギー・膠原病内科

Associations of 
ultrasound-based 
inflammation patterns with 
peripheral innate lymphoid 
cell populations, serum 
cytokines/chemokines, and 
treatment response to 
methotrexate in 
rheumatoid arthritis and 
spondyloarthritis.

PLOS ONE. 2021 May 
21;16(5):e0252116

Furuya H, Nakajima M, Ikeda K, 
et al.

アレルギー・膠原病内科

Prognosis and treatment of 
myositis-associated severe 
interstitial lung disease: A 
descriptive study using a 
nation-wide inpatient 
database in Japan.

Arthritis Care Res (Hoboken). 
2021 May 10. doi: 
10.1002/acr.24646.

Muto T, Guillamot M, Yeung J., 
et al.

血液内科

TRAF6 functions as a 
tumor suppressor in 
myeloid malignancies by 
directly targeting MYC 
oncogenic activity.

Cell Stem Cell. 2022 Feb 
3;29(2):298-314.e9.

Makino S, Shirata N, Trejo JAO, 
et al.

腎臓内科
Dysfunction of proteasome 
in podocytes results in 
chronic kidney disease.

  J Am Soc Nephrol. 32. 597-
613. 2021

Mishina T, Oshima-Hasegawa N, 
Tsukamoto S., et al.

血液内科

Genetic subtype 
classification using a 
simplified algorithm and 
mutational characteristics 
of diffuse large B-cell 
lymphoma in a Japanese 
cohort.

Br J Haematol. 2021 
Dec;195(5):731-742. doi: 
10.1111/bjh.17765. Epub 2021 
Aug 10.
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Kobayashi J, Minamizuka T, 
Koshizaka M et al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Serum HDL-C values: An 
extremely useful marker for 
differentiating homozygous 
lipoprotein lipase 
deficiency from severe 
hypertriglyceridemia with 
other causes in Japan: A 
meta-analysis based on 
literatures on Japanese 
homozygous lipoprotein 
lipase deficiency

Clin Chim Acta. 2021 
Oct;52:85-9.

Ishiwata K, Suzuki S, Igarashi K 
et al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Characteristics of benign 
adrenocortical adenomas 
with 18F-FDG PET 
accumulation

Eur J Endocrinol. 2021 
Jun;185(1):155-65.

Minamizuka T, Koshizaka M, 
Shoji M et al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Low dose red yeast rice 
with monacolin K lowers 
LDL cholesterol and blood 
pressure in Japanese with 
mild dyslipidemia: A 
multicenter, randomized 
trial

Asia Pac J Clin Nutr. 2021 
Sep;30(3):424-35.

Kato H, Maezawa Y, Ouchi Y et 
al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Generation of disease-
specific and 
CRISPR/Cas9-mediated 
gene-corrected iPS cells 
from a patient with adult 
progeria Werner syndrome

Stem Cell Res. 2021 
May;53:102360.

Yokote K, Yamashita S, Arai H 
et al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Effects of pemafibrate on 
glucose metabolism 
markers and liver function 
tests in patients with 
hypertriglyceridemia: a 
pooled analysis of six 
phase 2 and phase 3 
randomized double-blind 
placebo-controlled clinical 
trials

Cardiovasc Diabetol. 2021 
May;20(1):96.

Ishida A, Igarashi K, Ruike Y et 
al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Association of urinary free 
cortisol with bone 
formation in patients with 
mild autonomous cortisol 
secretion

Clin Endocrinol (Oxf). 2021 
Apr;94(4):544-50.

Takeda K, Ono H, Ishikawa K et 
al.

糖尿病・代謝・内分泌内科

Central administration of 
sodium-glucose 
cotransporter-2 inhibitors 
increases food intake 
involving adenosine 
monophosphate-activated 
protein kinase 
phosphorylation in the 
lateral hypothalamus in 
healthy rats

BMJ Open Diabetes Res Care. 
2021 Apr;9(1):e002104.
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Otsuka R, Hayano K, Yoshida 
M,et al.

食道・胃腸外科

Subtotal versus total 
gastrectomy for remnant 
gastric cancer: a 
systematic review and 
meta-analysis of 
observational studies

Langenbecks Arch Surg. 2021 
Aug;406(5):1379-1385

Murakami K, Yoshida M, Uesato 
M, et al.

食道・胃腸外科

Does thoracoscopic 
esophagectomy really 
reduce post-operative 
pneumonia in all cases?

Esophagus. 2021 
Oct;18(4):724-733

Takahashi Y, Hayano K, Ohira 
G, et al.

食道・胃腸外科

Histogram Analysis of 
Diffusion-Weighted MR 
Imaging as a Biomarker to 
Predict Survival of 
Surgically Treated 
Colorectal Cancer Patients

Dig Dis Sci. 2021 
Apr;66(4):1227-1232

Kurata Y, Hayano K, Ichinose 
M, et al.

食道・胃腸外科

Preoperative prediction of 
difficult laparoscopic 
cholecystectomy based on 
diffusion-weighted 
magnetic resonance 
imaging

Asian J Endosc Surg. 2021 
Jul;14(3):520-528

Sakata T, Mogi K, Matsuura K  
et al.

心臓血管外科

Mid-term functional 
recovery after tricuspid 
annuloplasty concomitant 
with left-sided valve 
surgery.

Gen Thorac Cardiovasc Surg. 
2021 Apr;69(4):662-672.

Kohno H, Matsumiya G, Sawa Y 
et al.

心臓血管外科

Can the intermittent low-
speed function of left 
ventricular assist device 
prevent aortic 
insufficiency?

J Artif Organs. 2021 
Jun;24(2):191-198.

Yokote K, Suzuki R, Gouda M 糖尿病・代謝・内分泌内科
J Diabetes Investig. 2021 
Nov;12(11):2036-45.

Ono H, Yokote K 糖尿病・代謝・内分泌内科

Can we catch the second 
loach employing BACE1 
inhibition, even as the first 
one might be escaping?

J Diabetes Investig. 2021 
Nov;12(11):1942-3.

Association between 
glycemic control and 
cardiovascular events in 
older Japanese adults with 
diabetes mellitus: An 
analysis of the Japanese 
medical administrative 
database

Ogura M, Toyoda Y, Sakiyama M 
et al.

糖尿病・代謝・内分泌内科
Hum Cell. 2021 
Nov;34(6):1727-33.

Increase of serum uric acid 
levels associated with 
APOE ε2 haplotype: a 
clinico-genetic 
investigation and in vivo 
approach
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Shimazaki R, Takano S, Satoh M 
et al.

肝胆膵外科

Complement factor B 
regulates cellular 
senescence and is 
associated with poor 
prognosis in pancreatic 
cancer.

Cell Oncol (Dordr). 2021 
Aug;44(4):937-50

Sakai N, Furukawa K, 
Takayashiki T et al.

肝胆膵外科

Recurrence patterns and 
their effects on clinical 
outcomes after R1 
resection of colorectal liver 
metastases: a propensity 
score-matched analysis.

Langenbecks Arch Surg. 2021 
Dec;406(8):2739-47.

Konishi T, Yoshidome H, Shida 
T et al.

肝胆膵外科

Phosphorylated mTOR 
expression as a predictor 
of survival after liver 
resection for colorectal 
liver metastases

J Surg Oncol. 2021 
Sep;124(4):598-606.

Kuboki S, Furukawa K, 
Takayashiki T et al.

肝胆膵外科
Clinical implication of ICG 
test in major hepatectomy 
for biliary tract cancer

Minerva Surg. 2021 
Jun;76(3):202-10.

Sakai N, Furukawa K, 
Takayashiki T et al.

肝胆膵外科

Differential effects of 
KRAS mutational status on 
long-term survival 
according to the timing of 
colorectal liver metastases

BMC Cancer. 2021 Apr 
15;21(1):412.

Yonemoto S, Uesato M, Aoyama 
H, et al.

食道・胃腸外科

A double-scope technique 
enabled a patient with an 
esophageal plastic fork 
foreign body to avoid 
surgery: a case report and 
review of the literature

Clin J Gastroenterol. 2022 
Feb;15(1):66-70

Otsuka R, Sakata H, Murakami 
K, et al.

食道・胃腸外科

SIRT1 Expression Is a 
Promising Prognostic 
Biomarker in Esophageal 
Squamous Cell Carcinoma: 
A Systematic Review and 
Meta-analysis

Cancer Diagn Progn. 2022 Mar 
3;2(2):126-133

Kurata Y, Hayano K, Ohira G, 
et al.

食道・胃腸外科

Computed tomography-
derived biomarker for 
predicting the treatment 
response to neoadjuvant 
chemoradiotherapy of 
rectal cancer

Int J Clin Oncol. 2021 
Dec;26(12):2246-2254

Kurata Y, Hayano K, Matsusaka 
K, et al.

食道・胃腸外科

A case report of duodenal 
arteriovenous 
malformation: usefulness of 
intraoperative indocyanine 
green angiography for 
precise identification of the 
lesion

Surg Case Rep. 2022 Jan 
4;8(1):4
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Fan, M.
Arai, M.
Tawada, A.他

腫瘍内科

Contrasting functions of 
the epithelial‑stromal 
interaction 1 gene, in 
human oral and lung 
squamous cell cancers

Oncol Rep 2022 Vol. 47 Issue 1

"Takahashi K, 
Ohyama H,
 Mikata R,他

腫瘍内科

Successful endoscopic 
retrieval of a migrated 
pancreatic stent using a 
basket catheter for peroral 
cholangioscopy through a 
biliary plastic stent pusher 
tube: a case report.

J Rural Med. 2022 
Jul;17(3):189-192.

Morita A, Namiki T, Nakaguchi 
T, et al

和漢診療科

Role of Blood Stasis 
Syndrome of Kampo 
Medicine in the Early 
Pathogenic Stage of 
Atherosclerosis: A 
Retrospective Cross-
Sectional Study

Evid Based Complement 
Alternat Med. 
26;2021:5557392. 2021 May.

Morita A, Murakami A, Noguchi 
K,  et al

和漢診療科

Combination Image 
Analysis of Tongue Color 
and Sublingual Vein 
Improves the Diagnostic 
Accuracy of Oketsu (Blood 
Stasis) in Kampo 
Medicine.frontiers in 
Medicine

frontiers in Medicine. 2022 
March.doi: 
10.3389/fmed.2021.790542.

Sato N, Sakai N, Furukawa K et 
al.

肝胆膵外科

Tumor-suppressive role of 
Smad ubiquitination 
regulatory factor 2 in 
patients with colorectal 
cancer.

Sci Rep. 2022 Mar 
31;12(1):5495.

Takada M,  Tanaka G, 
Hashimoto H, et al.

乳腺甲状腺外科

Practical approach to 
prevent COVID-19 
infection at breast cancer 
screening.

Breast Cancer 28: 969-976, 
2021.

Sasaki K, Takano S, Tomizawa S 
et al.

肝胆膵外科

C4b-binding protein α-
chain enhances antitumor 
immunity by facilitating the 
accumulation of tumor-
infiltrating lymphocytes in 
the tumor 
microenvironment in 
pancreatic cancer.

J Exp Clin Cancer Res. 2021 
Jun 24;40(1):212.

Suda R, Sakai N, Matsushita K 
et al.

肝胆膵外科

Prediction of mismatch 
repair deficient biliary 
tract cancer: Role of 
morphological features and 
host immune response 
detected by routine 
hematoxylin-eosin staining

J Hepatobiliary Pancreat Sci. 
2021 Aug;28(8):680-91.

Kawasaki K, Kuboki S, Furukawa 
K et al.

肝胆膵外科

LGR5 induces β-catenin 
activation and augments 
tumor progression by 
activating STAT3 in human 
intrahepatic 
cholangiocarcinoma

Liver Int. 2021 Apr;41(4):865-
81.
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Kyosuke Koide, Atsuhiko 
Sugiyama, Hajime Yokota　他

脳神経内科

Nerve Hypertrophy and 
Altered Diffusion in Anti-
Myelin-Associated 
Glycoprotein Neuropathy 
Detected byBrachial 
Plexus Magnetic 
Resonance Neurography

European neurology.2022；85
（2）　95-103

Tsuchida S, Umemura H, Murata 
S, et al.

検査部
J Chromatogr B Analyt Technol 
Biomed Life Sci. 2021 Jun 
30;1176:122780.

Effect of humidity during 
sample preparation on 
bacterial identification 
using matrix-assisted laser 
desorption/ionization 
time-of-flight mass 
spectrometry.

"Takahashi K, 
Ohyama H, 
Nagashima H, 他

腫瘍内科

Successful endoscopic 
treatment of huge infected 
biloma and hepatic abscess 
after endoscopic 
ultrasound-guided 
hepaticogastrostomy with 
brain abscess.

Clin J Gastroenterol. 2022 Jun 
28. doi: 10.1007/s12328-022-
01659-9.

Niwano A, Sasaki H, Takaoka 
H,et al.

検査部
Circ J. 2021 Nov 
25;85(12):2247.

Almost Three Decades 
Conservative Follow-up of 
Pseudoaneurysm of the 
Mitral-Aortic Intervalvular 
Fibrosa Without Radical 
Surgery.

"Takahashi K, 
Ohyama H,
 Mikata R,他

腫瘍内科

Intraperitoneal bleeding 
from the right 
gastroepiploic artery by 
endoscopic 
ultrasonography: a case 
report.

J Rural Med. 2022 
Jul;17(3):184-188.

"Takahashi K, 
Ohyama H,
 Ouchi M,他

腫瘍内科

Feasibility of a Single 
Pigtail Stent Made by 
Cutting a Nasobiliary 
Drainage Tube in 
Endoscopic Transpapillary 
Gallbladder Stenting for 
Acute Cholecystitis.

Cureus. 2022 May 
17;14(5):e25072.
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Kaneko H, Yamazaki S, Uchida 
M, et al.

薬剤部

Decrease of voriconazole 
trough levels during 
therapy with enteral 
nutrition: a case report

J Pharm Health Care Sci. 2022 
Feb 3;8(1):6.

Uchida M, Hanada N, Yamazaki 
S, et al.

薬剤部

Analysis of the variable 
factors affecting changes in 
the blood concentration of 
cyclosporine before and 
after transfusion of red 
blood cell concentrate

J Pharm Health Care Sci. 2022 
Feb 1;8(1):4.

Goto Y, Nakajima T, Suzuki T, 
et al.

薬剤部

Evaluation of tacrolimus 
and mycophenolic acid 
removal by simultaneous 
continuous 
hemodiafiltration and 
plasma exchange in a lung 
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・手順書の主な内容 

臨床研究の審査は臨床研究倫理審査委員会が附属病院に設置されており、それぞれ規程と手順

書が整備されている。手順書には、医薬品等の臨床試験に関わる業務手順が示されている。ネッ

トワークとしての中央倫理審査委員会機能を果たすことができる手順となっている。また、人を

対象とする医学系研究に関する倫理指針に対応した倫理学・法律学の専門家、一般の立場から意

見を述べることのできる委員が適切に指名された構成となっている。令和2年4月より医学部とは

別に附属病院に生命倫理審査委員会を新設し、定期的に委員会を開催している。令和3年6月30日

より医学系指針とゲノム指針が、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針に統合

されているが、当院では引き続きそれぞれの委員会で審査を行っている。 

なお、臨床研究法下で実施される特定臨床研究を審査する認定臨床研究審査委員会が千葉大学

により、附属病院に設置されている。 

 

1．千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会規程 

千葉大学医学部附属病院（以下「病院」という。）で行われる人を対象とする生命科 学・医学

系研究（以下「研究」という。）について，次の各号に掲げる宣言及び指針の趣旨に沿って人間

の尊厳及び人権を尊重し，社会の理解と協力を得て適正な研究を実施するため，その審査に当た

ることを目的として千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。

）を置く。 

一 ヘルシンキ宣言（１９６４年世界医師会採択，２０１３年世界医師会修正） 

二 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省

告示第３号） 

 

2．千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会運営手順書 

１ 委員会は、千葉大学医学部附属病院（以下「本院」という。）及び 1 の研究計画書に基づき

複数の 研究機関において実施される研究（以下「多機関共同研究」という。）の他の研究機関に

おいて、人を対象とする生命科学・医学系研究に定める研究を行うことの適否及び継続して行う

ことの適否等について、ヘルシンキ宣言と人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指

針（令和 ３年３月２３日文部科学省・厚生労働省・経済産業省 告示第１号）（以下「指針」と

いう。）等に基づいて審査する。 

２ 委員会は、研究責任者（多機関共同研究については研究代表者）から研究実施の適否等につい

て 意見を求められたときは、すべての研究対象者の人権、安全及び福祉を保護するため、ヘルシ

ンキ宣言と人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年３月２３日文部科

学省・厚生労働省・経済産業省 告示第１号）等に基づき、倫理的観点及び科学的観点から、研究

機関及び研究者等の利益相反に関する情報も含めて中立的かつ公正に審査を行い、文書にて意見

を述べるものとする。 

 

 

 

 



3．千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会規程 

 千葉大学医学部附属病院に、人を対象とする生命科学・医学系研究について、次の各号に掲げ

る宣言及び指針の趣旨に沿って人間の尊厳及び人権を尊重し、社会の理解と協力を得て適正な研

究を実施するため、その審査を行い、研究責任者に対して文書又は電磁的方法により意見を述べ

ることを目的として、千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会を置く。 

一 ヘルシンキ宣言（1964年世界医師会採択、2013年世界医師会修正） 

二 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和3年文部科学省・厚生労働省・

経済産業省告示第1号） 

 

4．千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会運営手順書 

千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会規程の定めるところにより、千葉大学医学部附属

病院生命倫理審査委員会の運営手順を定め、人を対象とする生命科学・医学系研究に関わる倫理

審査に関する運営手順等を示すものである。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 臨床研究倫理審査委員会  年 11 回 

生命倫理審査委員会    年 11 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・規定の主な内容 

1.国立大学法人千葉大学利益相反委員会規程 

国立大学法人千葉大学に，本学利益相反マネジメントポリシーに基づき，本学の役員及び職員

に係る利益相反に適切に対処するとともに利益相反に関する重要事項を審議するため，利益相反

委員会を置き，次に掲げる事項を審議する。 

一 利益相反マネジメントポリシーに関すること。 

二 利益相反ガイドラインに関すること。 

三 利益相反防止に関する施策及び啓蒙活動に関すること。 

四 利益相反に関する調査及び審査に関すること。 

五 その他利益相反に関する重要事項 

本規程第9条に，「臨床研究に係る利益相反委員会については，別に定める」ことが規定されて

いる。 

 

2.千葉大学医学部附属病院各種委員会規程及び別表 常置委員会 

千葉大学医学部附属病院各種委員会規程第3条に基づく常置委員会として，別表 常置委員会の

とおり，①臨床研究に係る利益相反ポリシーに関する事項，②臨床研究に係る利益相反マネジメ

ントに関する事項，③臨床研究に係る利益相反防止に関する施策及び啓発活動に関する事項，④

臨床研究に係る利益相反に関する調査及び審査に関する事項，⑤その他臨床研究に係る利益相反

に関する重要事項を所轄する。 

 



3.千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー 

 本ポリシーは平成17年9月に制定され，臨床研究を行う研究者と関係者，被験者，大学などを取

り巻く利益相反の存在を明らかにすることによって，被験者の保護を最優先としつつ，大学や研

究者などの正当な権利を認め社会の理解と信頼を得て，大学の社会的信頼を守り，臨床研究の適

正な推進を図る。 

 

4.千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント規程 

千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反の取扱い・マネジメントは，国立大

学法人千葉大学利益相反委員会規程第9条に基づき，千葉大学医学部附属病院臨床研究に関する利

益相反委員会を設置し，千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー，臨

床研究の利益相反ポリシー策定に関するガイドライン（平成18年3月文部科学省），厚生労働科学

研究における利益相反（Conflict of Interest：COI）の管理に関する指針（平成20年3月31日科

発第0331001号厚生科学課長決定）並びに法令又はこれに基づく特別の定めによるほか，この規程

の定めるところによる。 

 本規程第4条(管理の手続き)及び第5条（管理の実施）に従い，臨床研究実施者（必要に応じて

臨床研究関係者）は臨床研究の利益相反に関する自己申告書を臨床研究実施計画書と共に病院長

に提出し，利益相反委員会において審査並びにマネジメントを行う。利益相反委員会の審査結果

を臨床研究倫理審査委員会に報告し，臨床研究倫理審査委員会の審査結果も踏まえて，利益相反

管理も含めて審査を行っている。 

 

5.臨床研究の利益相反に関する自己申告書 

 臨床研究実施者及び倫理審査委員会の委員等は，利益相反委員会に利益相反に関する自己申告

書を提出し，適切なマネジメント受け，必要な場合には試験実施計画書を変更等の対応を実施し

ている。 

臨床研究法下で実施する試験は、提出された申告内容について事実確認を行い、必要に応じて

利益相反委員会のマネジメントを受けている。 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 11 回 

（注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 7 回 

・研修の主な内容 

・臨床研究入門講義 3回 「臨床試験の法的枠組/臨床試験の手続き」「利益相反/研究倫理」「

説明・同意/説明文書の作成」 

・倫理審査委員会研修会 2回「研究への患者・市民参画(PPI)の紹介」「臨床研究における個人

情報の取り扱いについて」 

・臨床研究に関わる特別セミナー 2回「臨床研究と産学連携：COI管理にかかる最近の動向」「

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（生命・医学系指針）について」 

 

（注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（目的と特徴） 

 初期研修を修了した医師・歯科医師が臨床医学系専門領域の専門医を取得する 

 2年間の卒後研修を含む新しい枠組みでの専門医を取得できるプログラム 

 内科、外科の場合は内科認定医・認定内科専門医、外科専門医を取得できると共に、さらに

サブスペシャリティーの専門医を取得できるプログラム 

（研修期間） 

 研修期間は3～5年（卒後研修：2年を含まない）原則として各専門領域の専門医取得に定めら

れた期間 

（到達目標） 

 専門医としての患者ケアのための臨床能力を身につける 

 専門医としての患者ケアのための知識の習得と応用が出来る 

 診療経験を振り返り臨床能力を向上させることが出来る 

 必要かつ十分なコミュニケーション能力を示すことが出来る 

 医師としてのプロフェッショナリズムを身につける 

 家族・地域・制度などの医療資源を理解し活用することが出来る 

 指導医としての教育的役割を果たすことが出来る 

 臨床研究の意義を理解し倫理原則にしたがって研究を行うことが出来る 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           150人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

加藤 直也 消化器内科 科長（教授） ３５年  

堺田 惠美子 血液内科 科長（准教授） ２７年  

淺沼 克彦 腎臓内科 科長（教授） ２６年  

中島 裕史 アレルギー･膠

原病内科 

科長（教授） ３３年  

小野 啓 糖尿病・代謝・

内分泌内科 

科長（准教授） ２６年  

小林 欣夫 循環器内科 科長（教授） ３３年  

小林 欣夫 冠動脈疾患治療

部 

部長（教授） ３３年  

鈴木 拓児 呼吸器内科 科長（教授） ２７年  

桑原 聡 脳神経内科 科長（教授） ３７年  

生坂 政臣 総合診療科 科長（教授） ３６年  

並木 隆雄 和漢診療科 科長（准教授） ３６年  

猪狩 英俊 感染症内科 科長（准教授） ３３年  

瀧口 裕一 腫瘍内科 科長（教授） ３８年  

松宮 護郎 心臓血管外科 科長（教授） ３５年  

松原 久裕 食道・胃腸外科 科長（教授） ３７年  



研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

大塚 将之 肝胆膵外科 科長（教授） ３３年  

長嶋 健 乳腺・甲状腺外

科 

科長（准教授） ３３年  

吉野 一郎 呼吸器外科 科長（教授） ３４年  

菱木 知郎 小児外科 科長（教授） ２８年  

滝口 裕一 臨床腫瘍部 部長（教授） ３８年  

磯野 史朗 麻酔･疼痛･緩和

医療科 

科長（教授） ３７年  

市川 智彦 泌尿器科 科長（教授） ３４年  

大鳥 精司 整形外科 科長（教授） ２７年  

馬場 隆之 眼科 科長代理（准教授

） 

２４年  

松江 弘之 皮膚科 科長（教授） ３４年  

花澤 豊行 耳鼻咽喉・頭頸

部外科 

科長（教授） ３２年  

三川 信之 形成・美容外科 科長（教授） ３０年  

伊豫 雅臣 精神神経科 科長（教授） ３７年  

岩立 康男 脳神経外科 科長（教授） ３８年  

生水 真紀夫 婦人科・周産期

母性科 

科長（教授） ４０年  

濱田 洋通 小児科 科長（教授） ３１年  

宇野 隆 放射線科 科長（教授） ３３年  

中田 孝明 救急科 科長（教授） ２２年  

安部 隆三 集中治療部 部長（准教授） ２２年  

淺沼 克彦 人工腎臓部 部長（教授） ２６年  

村田 淳 リハビリテーシ

ョン科 

科長（准教授） ３５年  

伊豫 雅臣 こどものこころ

診療部 

部長（教授） ３７年  

松下 一之 検査部 部長（准教授） ３３年  

池田 純一郎 病理診断科・病

理部 

科(部)長（教授） １９年  

加藤 順 内視鏡センター センター長（准教

授） 

２８年  

鵜澤 一弘 歯科・顎・口腔

外科 

科長（教授） ３２年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容 

医師1～2名（例：指導医、研修医）、看護師2～3名（例：熟練、中堅、新人看護師）、他

職種でチームを形成し、1～2チームがあらかじめ作成したシナリオ（1～2種類）にもとづい

てシミュレーション実習を行う。シミュレーターはSimMan 3G、SimBaby、HPSを用いる。シナ

リオ内容は作成者およびセミナー管理者にのみ知らされ、実習参加者はシナリオの内容を知

らずに急変対応を行っていく。実習の様子はビデオモニターで撮影・記録され、上記チーム

以外の参加者はその映像をリアルタイムで観察する。実習終了後、記録ビデオを参考にしな

がら、全参加者でデブリーフィング(振り返り)を行う。 

・研修の期間・実施回数 

 ３回／年（新型コロナウイルス感染症のためすべての回を中止） 

・研修の参加人数 

  ０名（研修を中止したことによるもの） 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容 

 「新任看護師長研修」病院及び看護部運営の実際と看護管理 

病院・看護部組織と運営、人事・労務管理、人材確保、人材育成、看護業務の進め方、看

護の質保証、看護と経営、医療安全、 部署の看護管理に活かすため、他部署・他部門、他

施設の見学研修 

・研修の期間・実施回数 

「新任看護師長研修」令和3年4月14日、15日、19日、20日、23日、5月7日、21日 

（他部署見学研修 令和4年1月20日、21日、2月8日、15日、16日、17日、22日、25日） 

・研修の参加人数  

「新任看護師長研修」2名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 



 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

（注）2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法

施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な

医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医

療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 横手 幸太郎 

  管理担当者氏名 企画情報部長      鈴木 隆弘    総務課長     荘野 典文 

薬剤部長        石井 伊都子   管理課長     渡辺 勉 

医療安全管理部長    相馬 孝博    経営企画課長   細川 敬貴 

感染制御部長      猪狩 英俊    研究推進課長   大塚 隆司 

臨床工学センター長   磯野 史朗    医事課長     富永 吉司 

総合医療教育研修センター長 伊藤 彰一    医療サービス課長 高橋 実 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 
 

総務課 管理担当者は、病院日誌
を所管部門の施錠可能
な場所（キャビネット等
）で保管・管理している
。また、事務LAN内に電
子ファイルもあわせて
保存している。 
 
診療録の外部持出は認
められていない。やむを
得ない事情がある場合
は部局情報保護管理責
任者に許可を得なけれ
ばならない。 
 
紙診療録は外来診療録
と入院診療録に分けて、
外来診療録は一患者ご
と、入院診療録は一患者
一入院ごとに管理して
いる。紙診療録及び電子
カルテ（総合病院情報シ
ステム）は、入退室管理
された診療録保管庫（サ
ーバー室を含む）で保管
している 

各科診療日誌 
 

各診療科 

処方せん 
 

薬剤部 

手術記録 企画情報部 
医療サービス課 

看護記録 企画情報部 
医療サービス課 

検査所見記録 企画情報部 
医療サービス課 

エックス線写真 
 

企画情報部 

紹介状 企画情報部 
医療サービス課 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

企画情報部 
医療サービス課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管
理している。また、事務
LAN内に電子ファイルも
あわせて保存している 

高度の医療の提供の実績 研究推進課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究推進課 
 

高度の医療の研修の実績 
 

総務課 

閲覧実績 
 

総務課 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

経営企画課 
医療サービス課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 
 

経営企画課 
医療サービス課 
薬剤部 



 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課医療安全室 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管
理している。また、事務
LAN内に電子ファイルも
あわせて保存している 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課医療安全室 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

総合医療教育研修セン
ター 
医事課医療安全室 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
医事課医療安全室 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課医療安全室 管理担当者は、病院の管

理及び運営に関する諸

記録について、所管部門

の施錠可能な場所（キャ

ビネット等）で保管・管

理している。また、事務

LAN内に電子ファイルも

あわせて保存している 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課医療安全室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課医療安全室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 
医事課医療安全室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医事課医療安全室 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医事課医療安全室 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 
医事課医療安全室 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

管理課 
 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

管理課 
 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

管理課 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課医療安全室 管理担当者は、病院の
管理及び運営に関する
諸記録について、所管
部門の施錠可能な場所
（キャビネット等）で
保管・管理している。
また、事務LAN内に電子
ファイルもあわせて保
存している 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課医療安全室 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療サービス課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療サービス課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課医療安全室 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課医療安全室 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課医療安全室 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 
医事課医療安全室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課医療安全室 
 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課医療安全室 
 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 総務課 
総合医療教育研修セ
ンター 
医事課医療安全室 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課医療安全室 
 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 件

歯科医師 延 件

国 延 件

地方公共団体 延 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　　　　　荘野　典文
管理課長　　　　　渡辺　勉
経営企画課長　　　細川　敬貴
研究推進課長　　　大塚　隆司
医事課長　　　　　富永　吉司
医療サービス課長　高橋　実

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　国立大学法人千葉大学は「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（以下
「情報公開法」）の適用を受けており、この法律に基づき、千葉大学の保有する法人文書の
開示を請求することができる。
　開示請求者より法人文書の開示請求があった場合、該当法人文書の探索・特定を実施し、
情報公開・個人情報保護委員会を開催し、開示又は不開示の決定を行い、その結果を請求者
に通知し、法人文書の開示を実施することとなる。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 病院長　横手　幸太郎

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

千葉大学医学部附属病院

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
・指針の主な内容： 
1.基本的な考え方 
2.病院長の責務 
3.医療安全に関する組織と取組 
4.医療安全管理のための職員研修 
5.医療上の事故等の報告 
6.医療上の事故等発生時の対応 
7.患者等への当該基本方針の閲覧 
8.患者からの相談への対応 
9.その他の医療安全推進への対応 
10.その他 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・設置の有無（ 有・無 ） 
・開催状況：年 12 回 
・活動の主な内容： 
1.病院において重大な問題やその他委員会において取扱うことが適当な問題が発生した場合におけ

る速やかな原因の究明のための調査及び分析に関すること 
 
2.上記の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案及び実

施並びに病院職員への周知に関すること 
 
3.上記の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しに関すること 
 
4.入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関する医療安全管理部への

報告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること 
 
5.入院患者の死亡以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったもの

として病院長が定める水準以上の事象が発生したときにおける当該事象の発生の事実及び発生前
の状況の医療安全管理部への報告の実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関
すること 

 
6.4.及び5.の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病院職員への研修及び指導に

関すること 
 
7.その他医療安全管理に関すること 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
・研修の内容（すべて）： 
1.第1回安全セミナー  

令和3年 6月23日～7月21日（e-ラーニング） 
「人を動かすのは言葉です」「求められる情報モラルとリテラシー」 
「早期のMETコールで重症化予防～RRSとして当院METの役割～」 
「病院機能評価にむけてICTからお願いしたいこと」 
「当院における抗菌薬適正使用の取組み」「画像診断に係る安全管理」 
 
2.第2回安全セミナー 

令和3年 12月8日（講演） 12月22日～1月14日（e-ラーニング） 
「血液培養について ～みなさんへお願い～（AST）」 
「手指衛生と個人防護具について（ICT）」「注射薬を安全に投与するために」 
「情報の保護・管理に関する最新情報」「医療機器の一元管理と医療機器管理システムの利用方法」 
「部位確認、病理診断報告書と標本の取り扱い、同意取得の際のカルテ記載の留意点について」 
 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
・その他の改善のための方策の主な内容：               
1.医療上の問題 

「千葉大学医学部附属病院インシデント及び医療上の事故発生時の対応に関する取扱要項」に則り
、インシデントが発生した場合はインシデント報告システムにより速やかに報告され、部署リスク
マネージャー及びゼネラルリスクマネージャーが内容を把握する。インシデントの詳細な情報は、
部署リスクマネージャーが確認し、収集する。ゼネラルリスクマネージャーは報告内容に応じて当
該部署に出向き、当事者及び関係者から情報を収集する 
 

2.分析 
各部署では当該部署のリスクマネージャーが中心となり、KYTやPOAMなどの分析手法を活用し対策
を検討している。医療安全管理部のゼネラルリスクマネージャーが部署への分析手法の指導・支援
を行っている 
 

3.改善策の検討 
マニュアル改正などはリスクマネジメント会議において多職種による検討を行い、医療の質・安全
管理委員会で承認する。また、医療事故発生の原因調査及び原因究明は事例検討委員会において検
討する 

 

（注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
・指針の主な内容： 
1.基本的な考え方 
2.委員会，その他組織に関すること 
3.院内感染対策のための研修等 
4.感染症の発生状況及び抗菌薬使用状況の報告 
5.院内感染発生時の対応 
6.患者等への当該基本方針の閲覧 
7.その他の院内感染対策推進への対応 
8.その他 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 14 回 

 
・活動の主な内容： 
1.院内感染の実態把握のための調査及び点検に関すること 
2.院内感染予防対策の立案に関すること 
3.院内感染発生時の対策に関すること 
4.職員に対する院内感染予防対策の教育に関すること 
5.院内感染予防対策マニュアルの作成及び改訂に関すること 
6.その他院内感染予防対策に関すること 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 
・研修の内容（すべて）： 
1.第1回安全セミナー  

令和3年 6月23日～7月21日（e-ラーニング） 
「病院機能評価にむけてICTからお願いしたいこと」「当院における抗菌薬適正使用の取組み」 
 
2.第2回安全セミナー 

令和3年 12月8日（講演） 12月22日～1月14日（e-ラーニング） 
「血液培養について ～みなさんへお願い～（AST）」「手指衛生と個人防護具について（ICT）」 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
・病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
・その他の改善のための方策の主な内容： 
1.ICT活動 
 ICTラウンド（週1回）と報告 
 Weeklyラウンド 
 月間ラウンド（MRSA・MDRP・CREを対象（月1回）と報告 
 分離菌報告 
 
2.AST活動 
 血液培養陽性患者のモニター 
 診療コンサルテーション報告 
 抗菌薬の許可制 
 特定薬剤使用状況報告 

ASTラウンド 
 
3.感染制御部・事務職員・清掃業者による環境清掃ラウンド（月2回）と報告 
 
4.職員感染対策 
 針刺し・切創、血液・体液曝露外来の実施 
 職員の抗体検査と予防接種の実施 
 病院職員・外部委託業者に対するワクチン接種 
 



 
 
 

 
5.医療関連感染サーベイランスの実施とフィードバック 
 カテーテル関連血流感染（血液内科） 
 手術部位感染（肝胆膵外科、食道・胃腸外科、心臓血管外科） 
 手指衛生サーベイランス（払い出し量からみた手指衛生指数・直接観察法） 
 ・J-SIPHE（感染対策連携共通プラットフォーム）を活用した他医療機関比較の充実 
 
6.感染防止対策の地域連携に関する活動 
 感染防止対策地域連携加算に係る相互チェックの実施（連携医療機関と相互に年1回ずつ） 
 感染防止対策加算に係るカンファレンスの開催（連携医療機関と年4回） 
 院内感染地域支援ネットワーク事業と連携した地域の感染対策向上を目的とした活動 

（研修会・アウトブレイク支援・感染対策相談等） 
  
7.アウトブレイク発生時の対応と終息に向けた対策 
 ・新型コロナウイルス感染症クラスター発生と活動 

・NICU・GCUにおけるMRSAのアウトブレイクと活動 
 
8.手指消毒剤個人携帯の推奨や手指衛生サーベイランスの結果報告や手指衛生指導等、 

手指衛生啓発活動 
 
9.国公立大学附属病院感染対策協議会における活動（感染対策チェック） 

・国公立大学感染対策協議会の指示により自己チェックのみ実施し、自施設の改善活動の実施 
・国公立大学感染対策協議会（総会）WEB参加 

 
10.新型コロナウイルス感染症対策 

・新型コロナウイルス感染症対策本部と情報共有を行い院内感染対策を強化した 
・行政の会議委員として会議・連絡会等に参加 

 

（注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
・研修の主な内容： 
1.新規採用ガイダンス（研修医を含む新規採用者対象）             

令和3年4月1日 
「薬剤部業務と医療安全」 
 
2.新規採用ガイダンス（研修医を含む新規採用者対象） 

令和3年4月8日 
「抗がん薬の取り扱いについて」 
 
3.第2回医療安全セミナー 
 令和3年12月8日（講演） 12月22日～1月14日（e-ラーニング） 
「注射薬を安全に投与するために」 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
・手順書の作成        （ 有・無 ） 
・手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
1.医薬品の採用を審議する薬事委員会の開催及び適正運用の実施 

2.医薬品の購入及び麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、厳重管理薬、 

特定生物由来製品等の適正管理の実施 

3.患者に対する安全な医薬品供給のための処方、調剤、交付、 

指示出し・指示受け、過誤防止対策、薬剤管理指導等の実施 

4.医薬品の情報の収集及び提供の実施 

5.医薬品の使用に関する教育・研修の実施 
6.各部門における手順書に基づいた業務実施状況の確認 等 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
・医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
・未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

・腸管不全合併肝障害に対するOmegavenの使用 
・院内製剤の調製及び使用について（リドカインクリーム10％） 

 
・その他の改善のための方策の主な内容： 

未承認医薬品については臨床倫理審査委員会にて承認が得られたもののみを使用するルールを
とり、当該委員会で審議するための必要情報を収集するなどの対応をしている。 
院内製剤についても、日本病院薬剤師会の指針に則りクラス分類を導入し、クラスに応じた審査

を取り入れている。また、使用後の評価も徹底する運用としている。 
その他、医薬品の安全使用に係る医薬品情報は医薬品の安全使用のための措置に係る実施担当者

（医薬品情報室長）から医薬品安全管理責任者への報告を行い、医薬品安全管理責任者から院内へ
の周知を行っている。 

 

（注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 23 回 

 
・研修の主な内容： 

安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる下記の医療機器に関して、定期的に研修を実施
している。 
・人工呼吸器（2回） 
・閉鎖式保育器（2回） 
・血液浄化装置（2回） 
・人工心肺及び補助循環装置（9回） 
・除細動器（2回） 
・新規導入の機器（2回） ※Ｅラーニングによるものを含む。 
・診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）の安全講習会（年2回） 
・診療用放射線照射装置（アフターローディング）の安全講習会 （年2回） 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
・医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
・機器ごとの保守点検の主な内容： 
 診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）、診療用放射線照射装置（アフターローディン

グ）、生命維持管理装置 （人工心肺および補助循環装置･人工呼吸器･血液浄化装置･除細動器・
閉鎖式保育器）、当院で定めた機器 （CT・MRI・血管造影装置・核医学診断装置、輸液･シリンジ
ポンプ･フットポンプ･生体情報モニタ 等） 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
・医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
・未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
・その他の改善のための方策の主な内容： 

医療法施行規則第9条の23第1項第8号に則り、未承認医療機器については臨床倫理審査委員会に
て承認が得られたもののみを使用するルールをとり、当該委員会で審議するための必要情報を収集
するなどの対応をしている。 
臨床工学技士を配置し、院内の安全管理部員を兼任とすることで、院内で起こった医療機器に関

するインシデント等に早急に対応，安全管理部との共同配信文書として院内へ配信することができ
ている。 
また、全体で行う院内講習会のほか、インシデント発生等の際には原因を究明し、部署別・事例

別の講習会を開催し、再発防止に努めている。 
 

（注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
「千葉大学医学部附属病院における医療安全管理に関する基本方針」第2の1において、千葉大学医
学部附属病院規程第6条第6項の規定により医療安全管理責任者に任命された副病院長は、医療安全
管理部、医療の質・安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等を統括す
ると定めている。本院の医療安全管理責任者である常勤医師の副病院長は医療の質・安全管理委員
会等に出席し組織的に医療事故防止について検討し、患者に安全・確実な医療を提供するため病院
長と共に医療安全管理対策に取組んでいる。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（10名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬

品の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、医薬品の安全使用のための業務に資する医

薬品に関する情報の整理、周知及び当該周知状況の確認を行わせることとしている。 

医薬品情報室長を実施担当者として指名し、病院における未承認等の医薬品の使用のための処方

状況や、採用されている医薬品全般の医薬品の添付文書情報のほか、医薬品製造販売業者、行政機

関、学術誌等からの情報を広く収集し、管理するとともに、得られた情報のうち必要なものは院内

全教職員へメールにて周知を行っている。また、特に周知状況の確認が必要と思われる重要周知事

項については、全職員がシステムからログインして閲覧を行う事により、閲覧状況を確認できる方

策をとっている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬

品の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、未承認等の医薬品の使用に関し、当該未承

認等の医薬品の使用状況の把握のための体系的な仕組みの構築並びに当該仕組みにより把握した

未承認等の医薬品の使用の必要性等の検討の状況の確認、必要な指導及びこれらの結果の共有を行

わせることとしている。 

薬剤師ゼネラルリスクマネージャーを実施担当者として指名し、未承認新規医薬品等担当部門と

連携を取ることで、院内における未承認新規医薬品等の使用の適否決定状況及び適正使用の確認を

行っている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種：薬剤師（医薬品情報室長）） （所属：薬剤部，職種：薬剤師（GRM）） 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、 

及び指導の主な内容： 

診療情報管理委員会において、説明・同意文書の新規作成・更新の際に、「病院として定めた必

要項目が記載されているか」について確認を行い、承認された文書のみ使用する。 

また、診療情報管理士が、各診療科が説明に使用する文書を適切に使用しているか、文書を用い

て説明を行った際に、診療録にも説明時の状況や患者の反応の記載がなされているか等、遵守状況

を確認（監査）し、説明書の追記が必要な部分に追記がない、診療録に説明時の状況等の記載がな

いなど不適切な場合は指導を行っている。 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

・千葉大学医学部附属病院診療情報管理規程に基づき、診療録等の記載内容の確認および監査を行

っている。 

・入院基本情報、入院診療計画、医療行為等の説明と同意、経過記録、退院時サマリー等を対象と

した多職種監査を定期的に実施し、その結果を診療情報管理委員会に報告している。また、監査

結果は、診療情報責任者ならびに診療情報管理ワーキンググループ委員に対して報告し、記載方

法等の指導をしている。 

・監査結果の報告を受けた診療情報責任者は、速やかに対策を講じ、その結果を診療情報管理責任

者へ報告している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（4）名、専任（1）名、兼任（23）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（12）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（2）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（2）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

 

・活動の主な内容： 

1.医療の質・安全管理委員会に係る事務 

2.事故その他の医療安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事象が発

生した場合における診療録その他の診療に関する記録の確認、患者又家族への説明、当該事象の発

生原因の究明の実施その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基づく病院職員への必要な

指導 

3.医療に係る安全管理に係る連絡調整 

4.医療に係る安全の確保のための対策の推進 

5.医療安全の確保に資する診療状況のモニタリング 

6.全病院職員に対する医療安全に係る教育・研修の企画、実施及び医療安全に関する認識状況の確認 

7.各部署における医療安全対策の実施状況の評価に基づく、医療安全確保のための業務改善計画書の

作成及びそれに基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果の記録 

8.医療の質・安全管理委員会との連携状況、医療安全に係る職員研修の実績、患者等の相談件数及び

相談内容、相談後の取扱いその他の医療安全管理者の活動実績の記録 

9.医療安全に係る取組み及びその評価を行うカンファレンスの実施 

10.その他医療安全の推進に関すること 



 
 
 

 
 

※診療状況のモニタリングとしては、医療の質・安全管理委員会へ転倒・転落発生率、損傷発生率、

剖検率、Ai 実施率、デスカンファ実施率などを報告している。 

※従業者の医療安全の認識についてのモニタリングについては、医療安全管理に係る全職員に対する

研修を実施した際に、e-ラーニング等により理解度の把握を行っている。 

 
※平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に係

る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ

いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（3件）、及び許可件数（3件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

本院において高難度新規医療技術を用いて実施する医療行為を対象に、高難度新規医療技術の施

行についての申請書や患者に対する同意説明文書を通じ、審査・評価している。承認後は、診療録

等の記載内容を確認し、有害事象が生じた場合は速やかに報告を受ける。また、当該高難度新規医

療技術が千葉大学医学部附属病院高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等取扱規程に基づいて施

行されていたかどうかについても確認を行う。実施後は、完了や中止・中断の有無、有害事象の有

無などの結果報告について文書にて報告を受ける。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（2件）、及び許可件数（2件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

本院において未承認新規医薬品等を用いて実施する医療行為を対象に、未承認新規医薬品等の使

用についての申請書や患者に対する同意説明文書を通じ、審査・評価している。承認後は、診療録

等の記載内容を確認し、有害事象が生じた場合は速やかに報告を受ける。また、当該未承認新規医

薬品等が千葉大学医学部附属病院高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等取扱規程に基づいて使

用されていたかどうかについても確認を行う。実施後は、完了や中止・中断の有無、有害事象の有

無などの結果報告について文書にて報告を受ける。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 434件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 140件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容： 

1.入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関する医療安全管理部への

報告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること 

2.入院患者の死亡以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったもの

として病院長が定める水準以上の事象が発生したときにおける当該事象の発生の事実及び発生前

の状況の医療安全管理部への報告の実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関

すること 

3.上記の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病院職員への研修及び指導に関す

ること 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東京大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：群馬大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況： 

令和 3年度は新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ、訪問調査を取りやめ、紙面調査のみと

され、調査シートに基づき紙面での相互チェックを実施した。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況： 

患者支援センター内の患者相談窓口もしくは電話にて受付を行い、医療安全管理に関する 

相談内容の場合は医療安全管理部及び関係者に報告と対応を行う。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況： 

1.第 1回安全セミナー  
令和3年 6月23日～7月21日（e-ラーニング） 

「人を動かすのは言葉です」「求められる情報モラルとリテラシー」 
「早期のMETコールで重症化予防～RRSとして当院METの役割～」 
「病院機能評価にむけてICTからお願いしたいこと」 
「当院における抗菌薬適正使用の取組み」「画像診断に係る安全管理」 
 

2.第 2回安全セミナー 
令和3年 12月8日（講演） 12月22日～1月14日（e-ラーニング） 

「血液培養について ～みなさんへお願い～（AST）」 
「手指衛生と個人防護具について（ICT）」「注射薬を安全に投与するために」 
「情報の保護・管理に関する最新情報」「医療機器の一元管理と医療機器管理システムの利用方法」 
「部位確認、病理診断報告書と標本の取り扱い、同意取得の際のカルテ記載の留意点について」 
 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 
 
 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況： 

・管理者         ：令和 3年 12 月 23 日 2021 年度特定機能病院管理者研修 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医療安全管理責任者   ：令和 4年 2月 14 日 2021 年度特定機能病院管理者研修 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医薬品安全管理責任者  ：令和 3年 12 月 8日 2021 年度特定機能病院管理者研修 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医療機器安全管理責任者 ：令和 4年 2月 14 日 2021 年度特定機能病院管理者研修 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医療放射線安全管理責任者：令和 4年 2月 2日 2021 度特定機能病院管理者研修 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭ 医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価「一般病院３」を 2021 年 7月 13 日より 15日にか

けて受審。2022 年 8 月 30 日に改善要求のあった審査項目について再審査を受審した。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

なし（準備中） 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

①説明同意書について管理部署の承認を得た書式を使用する仕組みを作るとともに、 

使用状況を把握するためのカルテ監査体制を構築した。 
②手術部位感染サーベイランスの対象診療科を拡大し、 

術後感染の発生を評価／分析して改善するサイクルを構築した。 

③コロナ禍で中断されていたＢＬＳ訓練を再開し受講歴の一元的管理を開始した。 

④診療業務に関するマニュアル等の文書一元管理を開始した。 

⑤病棟において注射用抗がん薬を投与する際、投与前・中・後の患者の状態や反応等の 

観察記録を残す仕組みを構築した。 

⑥病棟において抗がん薬投与に関わる際、職員の曝露対策として個人防護服等の着用ルールが 

遵守されるように研修を実施し、定着させるための定期的なラウンド評価を開始した。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

・基準の主な内容 

一 医療の安全の確保のために必要な資質及び能力 

二 組織管理能力等の当該病院を管理運営する上で必要な資質及び能力 

 

 

・基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

本学ホームページ及び本院ホームページにて選出基準を掲載している。 

 
 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

一 病院規程その他規程等の制定改廃に関する事項 

二 病院に関する将来計画，中期目標及び年度計画に関する事項 

三 病院に関する予算の作成及び決算に関する事項 

四 病院，診療科，中央診療施設その他の重要な組織の設置又は廃止に関する事項 

五  執行部会において必要と判断された重要事項 

六  その他病院の管理・運営・診療に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

議事要録を院内ホームページへ掲載している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

本学ホームページへ掲載している。 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

横手 幸太郎 ○ 医師 教授 

吉野 一郎  医師 教授 

磯野 史朗  医師 教授 

加藤 直也  医師 教授 

小林 欣夫  医師 教授 

大塚 将之  医師 教授 

中島 裕史  医師 教授 

大鳥 精司  医師 教授 

箭内 博子  看護師 看護部長 

 
 
 
 



 
 
 

 
氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

相馬 孝博  医師 教授 

井上 貴裕  事務職員 特任教授 

多田 典史  事務職員 事務部長 

猪狩 英俊  医師 教授 

花澤 豊行  医師 教授 

伊藤 彰一  医師 教授 

金田 篤史  医師 教授 

堺田 惠美子  医師 准教授 

淺沼 克彦  医師 教授 

小野 啓  医師 准教授 

鈴木 拓児  医師 教授 

並木 隆雄  医師 准教授 

瀧口 裕一  医師 教授 

松宮 護郎  医師 教授 

松原 久裕  医師 教授 

長嶋 健  医師 准教授 

市川 智彦  医師 教授 

中田 孝明  医師 教授 

馬場 隆之  医師 教授 

猪爪 隆史  医師 講師 

鵜澤 一弘  医師 教授 

三川 信之  医師 教授 

村田 淳  医師 准教授 

伊豫 雅臣  医師 教授 

岩立 康男  医師 教授 

碓井 宏和  医師 准教授 

尾本 暁子  医師 助教 

濱田 洋通  医師 教授 

菱木 知郎  医師 教授 

  



 
 
 

 
氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

宇野 隆  医師 教授 

池田 純一郎  医師 教授 

生坂 政臣  医師 教授 

松下 一之  医師 准教授 

大島 拓  医師 准教授 

加藤 順  医師 准教授 

田口 奈津子  医師 准教授 

大曽根 義輝  医師 特任教授 

清水 栄司  医師 教授 

藤本 肇  医師 特任教授 

鈴木 隆弘  医師 准教授 

花岡 英紀  医師 教授 

竹内 公一  医師 特任准教授 

本橋 新一郎  医師 教授 

林 秀樹  医師 教授 

花輪 道子  技術職員 特任教授 

勝野 達郎  医師 准教授 

諏訪園 靖  医師 教授 

石井 伊都子  薬剤師 教授 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
・管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
・公表の方法 

千葉大学医学部附属病院規程を本院ホームページへ掲載している。 

 千葉大学会計規程を本学ホームページへ掲載している。 
 
・規程の主な内容 

＜病院規程＞ 
一 本院の目的 
二 病院長の権限（診療科長等の任命・解任権限など） 
三 本院の組織 
四 役職者等の任期及び業務内容 

                    等 
＜会計規程＞ 
一 会計に関する目的、概要等 
二 会計機関、予算、資金・資産管理等 
三 契約・決算 
四 予算管理責任者の権限（予算配分、予算執行） 

                    等 
 

・管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
＜副病院長＞ 
副病院長は、経営、安全管理、広報などそれぞれの役割において、病院長の職務を補佐する｡ 
副病院長は、病院長に事故あるときはその職務を代理し、病院長が欠員のときはその職務を行う。 

 
＜院長補佐＞ 
病院長補佐は、病院長の指示する重要事項について企画・立案等を行う。 

 
＜企画スタッフ＞ 
病院長企画室を設置し、病院経営及び運営に関する分析、企画及び立案を行う。 

 

・病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
＜人事＞ 
副病院長は、病院長が指名し、学長が任命する。病院長補佐は、病院長が任命する｡ 
科長は、当該科に対応する医学研究院の研究領域又は当該科の教授のうちから、 
病院長が任命する。部長・センター長は医学研究院又は病院の教授のうちから病院長が任命する。 

 
＜研修＞ 
厚生労働省が主催するトップマネジメント研修（２０２１年１月２６日開催）に、病院長、 
副病院長等が参加し、医師の働き方改革についての講義聴講、及び意見交換を行った。 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 
監事及び監査室との連携の下、次に掲げる病院業務について監査を行う。 
一 医療に係る安全管理に関すること。 
二 特定臨床研究の業務執行の状況に関すること。（※） 
三 その他委員長が必要と認める病院業務に関すること。 

  （※）医療安全の観点から、臨床研究中核病院の立入検査と同時開催としている。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載

有）、監査結果報告書を掲載している。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

宮坂 信之 
東京医科歯科大学

名誉教授 
○ 

医療安全識見者

かつ病院管理経

験者 

有・無 １ 

花輪 正明 
塩野義製薬株式会

社薬事部長 
 臨床研究識見者 有・無 ３ 

藤原 康弘 
独立行政法人医薬

品医療機器総合機

構理事長 
 臨床研究識見者 有・無 ３ 

東宮 秀夫 

一般財団法人医薬

品医療機器レギュ

ラトリーサイエン

ス財団理事・研修

事業本部長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

 

山﨑 晋一郎 
千葉県病院事業管

理者 
 

医療安全識見者

かつ病院管理経

験者 

有・無 ３ 

 

 

 

宗像 令夫 

独立行政法人中小

企業基盤整備機構

関東本部千葉大亥

鼻イノベーション

プラザチーフイン

キュベーションマ

ネージャー 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 



 
 
 

 
氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

中谷 晴昭 千葉大学理事  

医療及び臨床研

究に関する学識

経験者 

有・無 ３ 

後藤 弘子 
千葉大学大学院社

会科学研究院教授 
 法律学専門家 有・無 １ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを
確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
・体制の整備状況及び活動内容 

千葉大学監事監査において、管理者の業務が法令に適合することを確認・指導する。 
 
 
・専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
・内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
・内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
・公表の方法 

本学ホームページにて、関係規程を掲載している。 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
・病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

千葉大学役員会において附属病院の業務の監督を行っている。 
 
・会議体の実施状況（ 年 14 回 ※うち３回は臨時開催 ） 

※うち定例開催時に、病院の業務監督を行う 
 
・会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 12 回 ※うち３回は臨時 ） 
 
・会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
・公表の方法 
 本学ホームページにて、関係規程を掲載している。 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：（回答不要） 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合
等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

 

・通報件数（年 1 件） 

 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

 

・周知の方法 

ポスター掲示や院内ホームページで周知している。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページや広報誌、パンフレット等において、特定機能病院としての役割について 

わかりやすく案内している。 

また、各診療科の診療実績を公表するなど、患者さんや地域に向けた情報発信を積極的に 

行っている。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 

 

 

 

 

 


